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平成 14年度海外登山基金助成対象登山隊

3隊が8000鷲π峰ヘ

今年度の海外登山基金助成は、4隊の登山隊より申請があ

り、海外登山委員会で各隊の申請内容を審査した結果、下記

の3隊に助成を行うことを決めました。

3月号の会報でお伝えしましたが、計画の詳細などを掲載

します。各隊ともに、8000布における新たな試みを取り入

れ、総力をあげて登山の成功に向けて取り組んでいます。

すでに明治大学と東京農業大学の隊は活動中で、近々吉報

をお伝えできるかもしれません。

経験豊富な各隊の安全着実な登山活動が実を結び、今後の

登山に発展していくことを期待します。

海外登山基金委員会

14番 目の8000傷 峰、アンナプルナ I峰

８
０
０
０
肝
峰
全
座
制
覇
ヘ

明
大
山
岳
部
と
Ｏ
Ｂ
会

（炉
辺
会
）

は
単
独
ク
ラ
ブ
出
身
者
と
し
て
８
０
０

０
μ川
峰
全
１４
座
の
登
頂
を
目
指
し
て
、

今
年
５
月
に
、
最
後
の
１４
座
目
と
な
る

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰

（８
０
９
１
厨
）
　

＞

の
南
壁
ル
ー
ト
に
挑
み
ま
す
。
　
　

　
　

ｍ

登
山
隊
は
８
０
０
０
口
川
峰
６
座
に
登

頂
し
た
山
本
篤
隊
長
を
は
じ
め
、
全
員

が
ジ
ヤ
イ
ア
ン
ト
峰
登
頂
経
験
者
ば
か

り
８
名
の
精
鋭
で
、
昨
秋
日
中
友
好
女

子
合
同
登
山
隊

で
チ

ョ
ー

・
オ

ユ
ー

（８
２
０
１
厨
）
に
登
頂
し
た
大
窪
三

恵
隊
員
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

３
月
１５
日
に
日
本
を
出
発
、

３１
日
に

ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ

（４
２
０
０
厨
）
に

全
員
到
着
し
ま
し
た
。
登
山
計
画
で
は

高
度
順
応
を
繰
り
返
し
た
後
、
４
月
上

旬
に
登
山
活
動
を
開
始
、
南
壁
英
国
ル

ー
ト
か
ら
５
月
上
旬
に
隊
員
全
員
の
登

頂
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

明
治
大
学
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
登
山
隊
２
０
０
３
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明
大
山
岳
部

・
炉
辺
会
は
、
１
９
７

０
年
に
植
村
直
己
氏

（故
人
）
が
世
界

最
高
峰
の
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト

（８
８
４
８

肝
）
に
日
本
人
と
し
て
初
登
頂
し
た
の

を
皮
切
り
に
、

３０
年
余
り
か
け
て
８
０

０
０
μ川
峰
に
次
々
と
登
頂
、
昨
秋
の
ロ

ー
ツ
ェ
峰
で
１３
座
に
登
頂
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
で
１４

全
座
登
頂
の
快
挙
を
達
成
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

エ
ヴ
エ
レ
ス
ト

・
□
―
ツ
ェ
同
時
連
続
登
頂

東
京
農
業
大
学
エ
ベ
レ
ス
ト

・
ロ
ー
ツ
エ
環
境
登
山
隊
２
０
０
３
年

東
京
農
業
大
学
山
岳
部
は
部
創
立
８０

周
年
を
記
念
し
て
、
世
界
最
高
峰
の
エ

ヴ

エ
レ
ス
ト

（８
８
４
８
厨
）
と
第
４

位
の
高
峰

ロ
ー
ツ
ェ
（８
５
１
６
肝
）
の

２
峰
を
同
時
に
連
続
で
、
登
攀
隊
長
以

下
８
名
の
隊
員
全
員
の
登
頂
を
狙
い
ま

す
。
ま
た
登
山
活
動
は
山
岳
環
境
保
護

に
留
意
し
、
自
然
に
や
さ
し
い
高
所
登

山
の
指
針
を
示
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

登
山
活
動
は
３
月
い
っ
ぱ
い
は
高
所

順
応
活
動
を
加
え
な
が
ら
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
を
建
設
。
４
月
中
は
ロ
ー
ツ
ェ
フ

ェ
ー
ス
に
ル
ー
ト
エ
作
し
、
５
月
に
４

名
ず
つ
の
隊
員
が
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
と
ロ

ー
ツ
ェ
に
同
時
に
ア
タ
ッ
ク
。
そ
の
後

メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替
え
て
再
度
同
時
ア

タ
ッ
ク
で
登
頂
を
目
指
す
も
の
で
す
。

８
５
０
０
い川
を
超
え
る
高
峰
に
連
続

登
頂
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
高
所
滞
在

期
間
が
長
く
、
高
所
衰
退
な
ど
負
担
の

増
加
や
、
限
ら
れ
た
好
天
を
捉
え
る
な

ど
数
々
の
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
環
境
活
動
の
面
で
は
、
登
山
隊

の
梱
包
材
料
の
改
良
、
工
夫
な
ど
に
よ

る
減
量
、
登
山
隊
の
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
、

し
尿
の
処
理
、
ポ
ー
タ
ー
ヘ
の
コ
ン
ロ

7980傷 の最終キャンプより両峰をアタックする

の
支
給
な
ど
、
自
然
生
態
系
に
与
え
る

イ
ン
パ
ク
ト
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
実
践
を
展
開

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

冬
期
□
―
ツ
ェ
南
壁
初
登
攀
を
目
指
し
て

ω
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
　
冬
期
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
登
山
隊
２
０
０
３

日
本
山
岳
会
東
海
支
部
は
２
０
０
１

年
冬
に
、
支
部
設
立
４０
周
年
記
念
事
業

の

一
環
と
し
て
、
ロ
ー
ツ
ェ

（８
５
１

６
厨
）
南
壁
の
冬
期
初
登
攀
を
試
み
ま

し
た
が
、
７
６
０
０
Ｍ川
地
点
で
撤
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
、

日
本
山
岳
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
再
び
同
ル
ー
ト
初
登
攀
に

臨
み
ま
す
。

９
月
１
日
に
日
本
を
出
発
、
約
ひ
と

月
か
け
て
チ
ョ
ー

・
オ
ュ
ー
か
シ
シ
ャ

パ
ン
マ
で
高
所
順
応
登
山
を
行
い
ま
す
。

休
養
の
後
、
Ｈ
月
中
旬
に
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ

（５
２
０
０
肝
）
入
り
し
、

１２
月

よ
り
登
山
活
動
を
開
始
。
再
挑
戦
と
な

る
田
辺
治
隊
長
以
下
９
人

（予
定
）
の

メ
ン
バ
ー
で
、

１８
日
間
で
登
頂
す
る
タ

ク
テ
イ
ク
ス
を
組
み
初
登
攀
を
目
指
し

2001年 の最高到達点は7600傷 地点 (左の点線)

い
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
超
難
関
ル
ー

ト
の
冬
期
初
登
攀
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、

前
回
同
様
登
山
期
間
を
可
能
な
限
り
短

く
す
る
こ
と
だ
と
い
う
方
針
の
も
と
に
、

予
め
高
所
順
応
を
行
う
、
荷
上
げ
の
シ

ェ
ル
パ
を
雇
う
な
ど
し
て
、

１８
日
間
で

登
る
こ
と
の
で
き
る
態
勢
を
整
え
て
い

き
ま
す
。

ま
す
。

ロ
ー

ツ

ェ
南

壁

は
、
１

９

７

３

年
　
＞

以
来

延

べ
１６
回

に
　
＜

及

ぶ
各

隊

の
挑

戦

の
う

ち
、
１

９

９

０
年

春

の
ト

モ

・

チ

エ
セ

ン
と
、
同

年

秋

の
旧

ソ
連

隊

に
し

か
登

ら
れ

て
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「国
際
山
岳
年
」
の
明
日

４
月
８
日
、
東
京

・
神
宮
前
の
国
連

大
学
ホ
ー
ル
で

「国
際
山
岳
年
」
総
括

フ
ォ
ー
ラ
ム

「山
や
ま
の
未
来
」
が
開

か
れ
た
。
国
際
山
岳
年
日
本
委
員
会
が

国
連
大
学
と
の
共
催
で
企
画
し
た
も
の

で
、
こ
の
あ
と
４
月
１９
、

２０
日
に
は
東

京

・
日
大
文
理
学
部
で
、
ク

ロ
ー
ジ
ン

グ

ｏ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「我
ら
み
な
、
山

の
民
」
を
開
き
、
１
年
あ
ま
り
の
活
動

の
し
め
く
く
り
と
す
る
。
こ
の
会
報
が

届
く
頃
、
ふ
た

つ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
ち

ょ
う
ど
終
わ
り
、
委
員
会
は
報
告
書
の

作
成
に
は
い
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

「国
際
山
岳
年
」
の
行
事
は
す
べ
て
終

了
す
る
が
、
日
本
委
員
会
の
解
散
は
、

報
告
書
を
完
成
し
た
時
点
で
、
と
日
本

委
員
会
の
会
合
で
合
意
さ
れ
て
い
る
。

８
日
の
総
括
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、

エ

ド
モ
ン
ド

・
ヒ
ラ
リ
ー
卿

（８３
）
が
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大

学
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
画
像
を
通
し

て
参
加
、
ち
ょ
う
ど
半
世
紀
前
の
自
分

の
初
登
頂

（１
９
５
３
年
５
月
２９
日
）

時
の
、
誰
ひ
と
り
い
な
か
っ
た

エ
ヴ

ェ

レ
ス
ト
の
す
ば
ら
し
さ
に
つ
い
て
語
り
、

５
月
の
好
天
日
に
は
、
登
頂
ラ
ッ
シ
ュ

と
な
る
現
状
と
較
べ
つ
つ
、
山
々
の
環

境
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

こ
れ
に
対
し
、
東
京
会
場
の
田
部
井

淳
子

（６３
）
、
山
田
淳

（２３
）
の
２
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
登
頂
体

験

（１
９
７
５
年
と
２
０
０
２
年
）
を

語
り
、
と
く
に
田
部
井
さ
ん
は
最
近
ベ

ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
を
再
訪
し
て
実
施
し
た

「環
境
調
査
」
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

ま
た
、
夏
の
間
富
士
山
で
ガ
イ
ド
と
し

て
働
く
山
田
君
は
、

３０
年
前
ヒ
ラ
リ
ー

氏
が
登
り
、
ゴ
ミ
の
山
に
失
望
し
た
と

い
う
こ
の
日
本
最
高
峰
が
環
境
問
題
の

関
心
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
か
な
り
改

善
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
と
語

っ
た
。

「世
界
百
名
山
」
を
撮

っ
た
写
真
家
で
、

そ
の
作
品
が
国
連
の
山
岳
年
記
念
切
手

に
採
用
さ
れ
た
本
会
会
員
の
自
川
義
員

氏
が
美
し
い
ス
ラ
イ
ド
と
と
も
に

「レ

ン
ズ
を
通
し
て
見
た
山
々
の
平
和
と
環

境
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

４
月
１９
、

２０
日
の
シ
ン
ポ
も

″
意
欲

作
″
だ
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
ふ
れ
ら
れ

な
か

っ
た
テ
ー
マ

「森
と
人
間
」
や
、

国
際
山
岳
年
日
本
委
員
会
事
務
局
長
　
江
本
　
嘉
伸

「国
際
山
岳
年
」
の
世
界
共

通
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「我
ら
み
な
、
山

の
民

（≦
①

２
・①
巴
一
ヨ
ｏ
ｃ
Ｄ
一巴
つ
Ｏ
①ｏ
■
①
）」

を
タ
イ
ト
ル
に
、
マ
タ
ギ
の

人
々
の
暮
ら
し
を
追

い
、

「
マ
タ
ギ

・
サ
ミ
ッ
ト
」
を

１４
年
間
開
い
て
い
る
フ
ィ
ー

ル
ド
学
者
、
田
口
洋
美
氏
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
貢
献
を
追

っ
て
い
る
北

大

の
小
野
有
五
氏
、
あ
る

い
は
労
作

『シ

ェ
ル
パ
』
を
書

い
た
金
沢
大
学
の

鹿
野
勝
彦
氏
ら
が
講
演
者
、
あ
る
い
は

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
す
る
。
山
に

住
む
人
々
の
知
恵
を
通
し
て
山
々
の
こ

と
を
考
え
よ
う
、
と
い
う
ね
ら
い
だ
が
、

同
時
に
、
こ
の
シ
ン
ポ
は
、
２
０
０
２

年
を
振
り
返
り
、
今
後
山
を
愛
す
る
私

た
ち
が
ど
の
よ
う
な
問
題
に
取
り
組
ん

で
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
を
考
え
る

場
と
な
る
。

２
０
０
２
年
は
、
国
連
が
決
め
た
「国

際
山
岳
年
」
で
あ

っ
た
。

国
連
が
何
を
決
め
よ
う
が
、
知

っ
た

こ
と
で
は
な
い
、
と
い
う
人
も
い
た
で

あ
ろ
う
が
、
「山
」
を
多
角
的

に
と
ら

え

る
貴
重
な
チ

ヤ
ン
ス
、
と
考
え

る

人
々
が
中
心
と
な

っ
て
、
２
０
０
０
年

Ｈ
月
、
日
本
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。

日
本
山
岳
会
は
じ
め
山
岳
６
団
体
―

ほ
か
に
日
本
山
岳
協
会
、
日
本
勤
労
者

山
岳
連
盟
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
、
Ｈ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
、
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
連
盟
―

―
と
、
地
理
学
、
森
林
学
な
ど
の
学
術

分
野
の
専
門
家
た
ち
を
ま
じ
え
た
、
か

つ
て
な
い
、
ユ
ニ
ー
ク
な
組
織
で
あ

っ

た
。
日
本
を
含
め
て
世
界
の
７８
の
山
国

に
国
内
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
山
岳
地

域
が
抱
え
る
問
題
が
議
論
さ
れ
た
。

山
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
登
山
の

現
場
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
、
そ
し
て
お
そ

ら
く
メ
デ
ィ
ア
の
融
合
が
欠
か
せ
な
い
。

「国
際
山
岳
年
」
は
、
そ
の
実
践

の

一

年
だ

っ
た
、
と
言
い
か
え
て
も
い
い
だ

ろ
う
。
つ
け
加
え
る
な
ら
、
国
際
的
な

つ
な
が
り
も
大
事
な
要
素
で
、
Ｈ
月
、

キ
ル
ギ
ス
の
首
都
、
ビ
シ
ケ
ク
で
開
か

れ
た

「ビ
シ
ケ
ク

・
グ

ロ
ー
バ
ル
山
岳

サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
各
国
の
山
々
の
問
題

へ
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た

（４
月

８
日
の
国
連
大
学
で
は
、
学
長
自
ら
が 宮島・弥山に登る(9月 22日 、広島支部・全国支部懇談会)

(3)
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こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
報
告
し
た
）
。

日
本
委
員
会
と
し
て
は
も
う
ひ
と

つ

の
認
識
を
心
が
け
た
。
そ
れ
は
、
山
岳

年
の
主
役
は
、
地
方
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

必
ず
し
も
意
向
が
伝
わ

っ
た
、
と
は
い

え
な
い
。
し
か
し
、
山
々
の
明
日
に
必

要
と
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に

「多
ヨ
バ

∞
一〇
σ
”
一く
”
の
二
ｏ
８
一く
」
の
精
神
な
の
で

あ
る
。
「山
を
登
る
の
が
山
岳
会
だ
。

登
ら
ず
し
て
何
が
山
岳
年
だ
」
と
の
声

が
聞
か
れ
る
中
で
、
少
し
ず

つ
だ
が
、

各
地
で
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
が
行
わ
れ
た
。

話
は
戻
る
が
、
前
述
の
４
月
の
総
括

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
先
だ

っ
て
、
３
月
３
日
、

岸
記
念
体
育
館
で
、
国
際
山
岳
年
日
本

委
員
会
の
総
括
会
合
が
開
か
れ
た
。
多

忙
の
中
、
国
外
出
張
中
の

一
部
委
員
を

除
い
て
ほ
と
ん
ど
の
委
員
が
参
加
し
、

１
年
あ
ま
り
展
開
し
た
「国
際
山
岳
年
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
総
括

報
告
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
際
、
日
本
山
岳
会

（大
塚
会
長

に
代
わ

っ
て
長
尾
副
会
長
が
出
席
）
か

ら
は
、
日
本
山
岳
会
各
支
部
の
国
際
山

岳
年
記
念
事
業
と
し
て
、
次
の
内
容
が

報
告
さ
れ
た
。

・
北
海
道
支
部
　
自
然
保
護
委
員
会
と

の
共
催
に
よ
る
自
然
保
護
全
国
集
会

（７
月
１２
～
１４
日
　
大
雪
山

・
上
川
町

参
加
１
２
５
人
）

ｏ
秋
田
支
部
　
姉
妹
山
締
結
十
周
年
記

念
登
山

（韓
国
山
岳
会
慶
南
支
部
歓
迎

交
流
登
山
）
（８
月
２２
～
２７
日
　
鳥
海

山

ｏ
太
平
山
　
参
加
延
７４
人

（慶
南
支

部
Ｈ
人
）
）

ｏ
越
後
支
部
　
高
頭
祭
に
お
い
て
記
念

講
演
会

「国
際
山
岳
年
と
越
後
の
山
」

講
師
　
江
本
嘉
伸

（７
月
２５
日
　
参
加

１
０
０
人
）

・
富
山
支
部
　
屋
久
島
宮
之
浦
岳

・
霧

島
山
群
登
山

（１２
月
３１
日
～
１
月
５
日

参
加
９
人
）

・
石
川
支
部
　
山
の
ゴ
ミ
持
ち
帰
リ
キ

ヤ
ン
ペ
ー
ン

（６
～
Ｈ
月
　
参
加
延
１

０
０
人
以
上
）

ｏ
福
井
支
部
　
自
山
国
立
公
園
指
定
４０

周
年
記
念
事
業

・
第
７
回
白
山
親
子
登

山

（７
月
２８
～
２９
日
　
参
加
８０
人
）

・
山
陰
支
部
　
韓
国
雪
嶽
山
登
山

（８

月
２２
～
２６
日
　
参
加
１５
人
）

・
広
島
支
部
　
第
１９
回
全
国
支
部
懇
談

会

「国
際
山
岳
年
２
０
０
２
宮
島
フ
オ

ー
ラ
ム
」
９
月
２１
～
２２
日
　
宮
島
　
参

加
１
７
０
人
）

・
北
九
州
支
部
　
冬
季
初
心
者
訓
練
登

山

（１２
月
２２
～
２３
日
　
久
住
山

・
大
船

山
　
参
加
３２
人
）

・
宮
崎
支
部
　
①
国
際
山
岳
年
記
念
植

樹

ｏ
Ｊ
Ａ
Ｃ
宮
崎
支
部
田
野
の
森

（３

月
１７
日
　
参
加
４１
人
）
②
国
際
山
岳
年

記
念
植
樹

ｏ
Ｊ
Ａ
Ｃ
宮
崎
支
部
野
尻
の

森

（３
月
２１
日
　
参
加
２８
人
）
③
国
際

山
岳
年
記
念

・
第
４
回
宮
崎
ウ

ェ
ス
ト

ン
祭

（Ｈ
月
２
～
３
日
　
参
加
１
７
０

人

（
一
般
参
加
者
４
５
０
人
）

広
島
の

「国
際
山
岳
年
２
０
０
２
宮

島
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
じ
め
、
こ
の
う
ち

の
い
く

つ
か
に
は
筆
者
も
出
席
さ
せ
て

も
ら

っ
た
が
、
山
を
か
か
え
る
地
方
の

会
員
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
多
か

っ

た
。
さ
さ
や
か
で
も
、
こ
う
い
う
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
１
年
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な

く
、
次
年
以
降
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き

た
い
、
と
思
う
。

「国
際
山
岳
年
」
を
行
事
の
お
付
き
合

い
と
し
て
と
ら
え
る
人
た
ち
の
中
に
は
、

２
０
０
３
年
に
入

っ
て
も
、
ま
だ
ぐ
ず

ぐ
ず
や
っ
て
い
る
日
本
委
員
会
の
活
動

を
不
満
に
思
う
人
も
い
る
よ
う
だ
。

し
か
し
、
好
き
好
ん
で
厄
介
な
仕
事

を
や
り
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
委

員
会
の

「趣
意
書
」
の
最
後
の
く
だ
り

は
、
以
下
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

―

日
本
は
山
国
と
言
い
な
が
ら
、

戦
後
の
数
十
年
、
開
発
優
先
の
風
潮
の

中
で
、
山
々
の
こ
と
は
お
ざ
な
り
に
し

て
き
た
。
山
々
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
と

っ
て
最
も
大
切
な

「水
」
を
も
た

ら
す
。
こ
の
機
会
に
、
身
近
な
山
々
を

見
な
お
し
、
山
を
愛
す
る
市
民
の
輸
を

広
げ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
自
身
の
た
め
　
＞４

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
次
世
代
の
暮
ら
　
＜

し
の
環
境
を
守
る
た
め
に
不
可
欠
の
こ

と
と
考
え
る
。
「国
際
山
岳
年
」
を
通

し
て
、
身
近
な
里
山
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
を

含
め
た

「山
の
明
日
」
を
考
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
の
行
動
を
通
じ
て
、
山
々
を

愛
す
る
活
動
が
広
が

っ
て
ゆ
く
こ
と
を

願
う
。
―

‐

１
年
や
２
年
で
、
ど
う
な
る
も
の
で

も
な

い
で
は
な

い
か
。
「国
際
山
岳

年
」
の
明
日
、
つ
ま
り

「山
々
と
人
々
」

の
明
日
を
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
山
好
き

人
間
に
是
非
考
え
て
ほ
し
い
、
と
思
う
。

（国
際
山
岳
年
の
９
月
ま
で
の
活
動
の
詳

細
は

『山
岳
』
９７
年
を
参
照
さ
れ
た
い
）

高頭祭、弥彦山にて (7月 25日 、越後支部)

一̈̈一̈粥̈̈
一̈̈一̈一̈̈̈一̈一̈一̈一一銀
濯

一一一一̈一一́一一̈一一一̈“一一̈一”一̈一
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報告

支
部
事
務
局
担
当
者
会
議
開
催

平
成
１４
年
度
支
部
事
務
局
担
当
者
会

議
が
総
務
委
員
会
の
主
催
で
、
２
月
１５
、

１６
日
の
２
日
間
、
東
京
グ
リ
ー
ン
ホ
テ

ル
お
よ
び
当
会
会
議
室
で
、
全
国
２５
支

部
よ
り
２９
名
の
事
務
局
担
当
者
、
そ
れ

に
本
部
役
員
、
総
務
委
員
の
合
計
４３
名

が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

初
日
は
、
大
塚
会
長
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
西
村
常
務
理
事
よ
り

「長
期
改
善

計
画
」

（２
月
１２
日
の
理
事
会
に
お

い

て
決
定
）
の
説
明
が
あ

っ
た
。
引
き
続

き
、
高
原
総
務
担
当
理
事
の
進
行
に
よ

り

「支
部
活
動
を
語
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
討
論
に
入
る
。
今
回
の
背
景
と
し

て
、
各
支
部
が
共
通
の
問
題
点
と
し
て

あ
げ
た
①
支
部
員
の
高
齢
化

（若
い
入

会
者
が
い
な

い
）
、
②
支
部
活
動

へ
の

参
加
者
の
固
定
化
、
が
あ

っ
た

（事
前

に
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
）
。

討
論
の
切
り
回
は

「支
部
の
会
友
制

度
ハ
入
会
資
格
に
つ
い
て
」
、
「支
部
で

取
り
組
む
森
づ
く
り
、
子
供
登
山
」
、

「支
部

の
１
０
０
周
年
記
念
行
事
」
と

し
た
。

ま
ず
会
友
制
度

（２５
支
部
の
う
ち
こ

の
制
度
を
も
つ
支
部
が
１４
）
に
つ
い
て
、

東
海
、
岐
阜
、
山
陰
の
３
支
部
が
発
表

し
た
。
会
友
は
、
支
部
地
域
以
外
の
当

会
会
員
と
、
会
員
で
は
な
い
が
、
将
来

の
入
会
予
備
者

（東
海
支
部
で
は
こ
の

３
年
間
に
３７
名
の
入
会
者
が
あ

っ
た
）

の
２
通
り
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
ま

た
入
会
資
格
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容

を
あ
ま
り
問
わ
な
い
首
都
圏
に
比
べ
、

越
後
支
部
で
は
冬
山
経
験
１０
年
、
東
九

州
支
部
で
は
年
齢
が
４０
歳
台
ま
で
に
限

る
な
ど
の
審
査
基
準
が
あ
る
と
の
報
告

が
あ

っ
た
。

次
に
、
河
西
自
然
保
護
担
当
理
事
よ

り
、
現
在
実
践
中
の

「高
尾
の
森
づ
く

り
」
に
お
け
る
活
動
の
き

っ
か
け
や
経

緯
を
伺

っ
た
。
引
き
続
き
、
青
森
支
部

は
平
成
１０
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
自
神

山
地
ブ
ナ
植
林
に
お
け
る
苦
労
談
を
、

ま
た
山
陰
支
部
は
大
山
桜
並
本
に
つ
い

て
語

っ
た
。
子
供
登
山
で
は
、
福
井
支

部
の
自
山
親
子
登
山
、
宮
崎
支
部
の
ウ

エ
ス
ト
ン
祭
に
お
け
る
小
学
生
参
加
山

行
な
ど
の
紹
介
が
あ

っ
た
。

最
後
に
、
創
立
１
０
０
周
年
記
念
行

事
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
具
体
的
計
画

の
あ
る
の
が
１０
支
部
、
内
容
検
討
中
が

６
支
部
で
、
特
に
予
定
な
し
が
９
支
部

だ

っ
た
。
文
化
事
業
計
画
と
し
て
、
山

梨
支
部
は

「山
岳
講
座

の
開
催
」
、
北

九
州
支
部
は

「生
物
界
共
通
の
命
フ
イ

―
ル
ド
調
査
」
、
信
濃
支
部
は

「支
部

報
復
刻
版
発
行
」
を
、
ま
た
国
内
登
山

事
業
計
画
と
し
て
、
東
海
支
部
は

「１

０
０
山
ラ
リ
ー
」
、
石
川
支
部
は

「県

境
の
山
踏
査
」
な
ど
を
発
表
し
た
。

各
支
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
対
し

活
発
な
討
論
が
あ

っ
た
。
最
後
に
進
行

役
が

「テ
ー
マ
は
長
期
改
善
計
画
と
大

い
に
関
係
し
て
い
る
。
今
後
の
支
部
活

動
を
考
え
る
と
き
今
日
の
話
が
刺
激
と

な
れ
ば
意
義
深
い
」
と
締
め
括

っ
た
。

懇
親
会
は
、
全
国
分
水
嶺
踏
査
計
画

（１
０
０
周
年
記
念
行
事
予
定
）
推
進

者
の
藤
本
理
事
も
加
わ
り
、
本
音
で
大

い
に
語
り
合

っ
た
。
盛
り
上
が
り
は
銀
　
＞

座
で
の
二
次
会

へ
と
続
い
た
。
　
　

　
　

＜

２
日
目
は
本
部
か
ら
の
会
務
報
告
、

事
務
連
絡
お
よ
び
事
務
局
員
の
紹
介
と
、

全
国
支
部
懇
談
会
の
案
内
が
、
今
年
主

催
の
青
森
、
来
年
の
熊
本
両
支
部
よ
り

あ

っ
た
。
そ
し
て
各
支
部
か
ら
質
疑
、

要
望
な
ど
が
あ
り
、
昼
食
後
散
会
し
た
。

（高
原
三
平
）

ラ
ッ
セ
ル
コ
ン
ペ

２
月
２０
日
か
ら
２２
日
ま
で
、
八
方
尾

根
ス
キ
ー
場
の
ど
真
ん
中
、
中
央
大
学

の
山
小
屋
に
て
、
学
生
部
主
催
の
ラ
ッ

全国から事務局担当者が集まった

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。
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セ
ル
コ
ン
ペ
が
賑
々
し
く
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
数
は
当
初
の
予
定
よ
リ
ダ

ウ
ン
の
６
大
学
Ｈ
名
。
「寝
坊
し
て
あ

ず
さ
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
」
等
、
け
し

か
ら
ん
者
の
続
発
に
よ
り
、
ま
た
も
や

少
数
部
隊
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

急
な
人
数
減
で
食
糧
事
業
が
変
わ
り
、

こ
の
食
料
を
北
朝
鮮
に
空
輸
し
た
い
と

願

っ
た
と
か
願
わ
な
か
っ
た
と
か
。

３
日
間
、
大
い
に
山
談
義
、
山
岳
部

談
義
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
や
は
り
下

界
と
は
解
放
感
に
歴
然
た
る
差
が
あ
り
、

大
学
山
岳
部
の
枠
を
越
え
て
今
ま
で
以

上
に
オ
ー
プ
ン
に
話
し
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
は
個
人

的
に
は
あ
っ
た
と
し
て
も
全
体
の
集
り

と
し
て
は
初
め
て
で
し
た
。
居
心
地
の

良
い
山
小
屋
で
あ

っ
た
こ
と
が
そ
れ
を

後
押
し
し
て
く
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
あ
と
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
効
用
で
し

ょ
う
か
。
八
方
尾
根
で
の
３
日
間
は
参

加
し
た
者
の
今
後
に
大
な
り
小
な
り
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「ラ
ッ
セ
ル
コ
ン
ペ
」
と
言
い
な
が
ら

コ
ン
ペ
自
体
は
中
途
半
端
に
な
っ
て
し

ま
い
、
そ
の
点
は
申
し
開
き
が
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
今
回
の
集
会
は
コ
ン

ペ
を
開
催
す
る
こ
と
以
上
の
価
値
が
あ

っ
た
と
確
信
を
持

っ
て
い
ま
す
。

（学
習
院
大
学
３
年
　
柴
田
由
布
子
）

同
好
会

「山
遊
会
」
設
立

平
成
８
年
度
に
日
本
山
岳
会
に
入
会

し
た
会
員
の
有
志
に
よ
り
運
営
さ
れ
て

き
た
９６
年
同
期
会
を
平
成
１４
年
１０
月
末

に
て
解
散
し
、
翌
Ｈ
月
１
日
よ
り
同
好

会

「山
遊
会
」
を
設
立
し
、
運
営
を
開

始
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

今
後
は
山
を
通
じ
て
学
び
、
各
種
行

事
を
開
催
し
な
が
ら
会
員
相
互
の
連
絡

懇
親
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
活
動

し
て
い
く
予
定
で
す
。
す
で
に
昨
年
Ｈ

月
よ
り

「先
人
を
訪
ね
て
―
太
田
金
山

と
木
暮
理
太
郎
の
生
地
を
訪
ね
て
」
、

「妙
義
山
」
、
「宝
登
山
」
の
山
行
が
順

次
実
行
さ
れ
、
日
本
山
岳
会
会
員
で
あ

る
平
野
武
利
氏
に
よ
る

「手
作
リ
カ
メ

ラ
と
展
望
写
真
」
の
講
演
会
も
開
催
し

ま
し
た
。
会
員
は
旧
同
期
会
会
員
以
外

か
ら
の
参
加
者
も
含
め
て
全
国
に
５０
名

以
上
在
籍
、
日
本
山
岳
会
会
員
で
山
遊

会
会
員
の
推
薦
が
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

入
会
で
き
ま
す
。
日
本
山
岳
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
に

「山
遊
会
」
独
自
に
作

成
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
公
開
し
、
会

員
専
用
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
も
開
始

し
ま
し
た
。
今
後
紆
余
曲
折
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（遠
山
　
元
信
）

冬
期
現
地
小
集
会
　
小
島
山

２
月
恒
例
の
冬
期
現
地
小
集
会
は
、

毎
年
雪
が
心
配
で
今
年
は
ど
う
か
と
案

じ
て
い
た
。
前
日
昼
頃
か
ら
雨
が
降
り

出
し
た
が
未
明
に
は
上
が
る
。
当
日
早

朝
空
を
見
上
げ
る
と
す

っ
き
り
晴
れ
て

お
り
、
心
配
は
吹
き
飛
ん
で
し
ま

っ
た
。

２
月
と
は
思
え
な
い
暖
か
な
日
と
な

っ
た
。
時
間
ま
で
に
全
員
集
合
し
、
定

刻
に
数
台
の
車
に
分
乗
し
登
山
口
へ
出

発
す
る
。
登
山
口
は
お
茶
畑
の
中
で
、

登
山
道
は
送
電
線
の
巡
視
路
を
利
用
す

る
。
は
じ
め
は
谷
川
を
少
し
登
り
、
そ

れ
か
ら
左
の
尾
根
に
取
り
付
き
急
登
と

な
る
。

ヒ
ノ
キ
の
植
林
帯
の
急
登
は
ほ
ぼ
１

時
間
続
く
が
、
送
電
線
の
鉄
塔
が
格
好

の
休
憩
場
所
と
な
り
助
か
る
。
急
登
を

過
ぎ
る
と
な
だ
ら
か
な
起
伏
の
中
の
緩

や
か
な
登
り
と
な
り
、
雑
木
林
が
出
て

く
る
と
頂
上
は
近
い
。

１２
時
少
し
前
に

頂
上
に
到
着
、
三
角
点
の
周
り
に
は
雪

が
残

っ
て
い
た
。

高
本
支
部
長
の
音
頭
で
恒
例
の
万
歳

三
唱
。
少
し
下
が

っ
た
鉄
塔
の
下
の
日

当
た
り
の
よ
い
所
で
森
本
先
生
の
乾
杯

で
昼
食
が
始
ま
る
。
毎
度
の
ご
と
く
酒

に
話
に
花
が
咲
き
、
高
本
支
部
長
の
毒

舌
に
喜
ん
だ
り
眩
わ
さ
れ
た
り
し
て
い

る
う
ち
に
、
あ

っ
と
い
う
間
に
１
時
間

が
過
ぎ
て
し
ま
う
。

こ
の
小
島
山
は
濃
尾
平
野
の
北
西
の

端
に
あ
た
り
、
岐
阜
や
大
垣
の
街
並
み

が
眼
下
に
眺
め
ら
れ
、
北
方
に
は
雪
を

被

っ
た
小
津
権
現
、
花
房
、
雷
倉
の
小

津
三
山
が
立
派
だ
。
本
来
な
ら
ば
東
方

に
御
岳
や
恵
那
山
が
見
え
る
は
ず
だ
が
、

あ
い
に
く
今
日
は
雲
の
中
で
顔
を
出
し

て
く
れ
な
い
。

帰
り
は
同
じ
道
を
下
る
。
登
り
に
は

気
が
付
か
な
か
っ
た
が
、
春

一
番
の
花

マ
ン
サ
ク
が
黄
色
い
花
を
見
せ
て
く
れ
、

ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
や
シ
キ
ミ
の
つ
ぼ
み
も

見
ら
れ
、
春
が
駆
け
足
で
近
づ
い
て
来

る
の
を
感
じ
た
山
行
だ

っ
た
。

（自
木
　
貞
次
）

JAC
支部だより

全国各地の支部から、独自の活動状況を
リポー トします。

(6)
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東

西
南

北

イラス ト・宇都木慎一

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、

俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、　
一
点
に
つ
き

一
〇
〇
〇
字
程

度
で
お
願
い
し
ま
す
）

ダ
グ

・
ス
コ
ツ
ト
氏

当
会
を
表
敬
訪
間

西
村
　
政
晃

英
国
山
岳
会
前
会
長
ダ
グ

・
ス
コ
ッ

ト
氏
が
日
本
山
岳
協
会
主
催
の

「海
外

登
山
研
究
会
」
出
席
の
た
め
来
日
。
２

月
２１
日
０
、
同
氏
の
た

っ
て
の
希
望
で

当
会
を
表
敬
訪
間
さ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
７５
年
に
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト

（８

８
４
８
眉
）
南
西
壁
初
登
攀
、

７７
年
に

バ
イ

ン
タ
ー
ブ

ラ

ッ
ク

（７
２
８
５

肝
）
初
登
頂
、

７９
年
に
カ
ン
チ

エ
ン
ジ

ュ
ン
ガ

（８
５
６
８
鮮
）
北
稜
の
無
酸

素
初
登
攀
な
ど
、
数
々
の
困
難
な
登
山

の
成
功
で
知
ら
れ
る
登
山
家
で
、
現
在

も
現
役
ク
ラ
イ

マ
ー
と
し
て
世
界
の
山

山
を
駆
け
巡

っ
て
い
ま
す
。

当
会
で
は
大
塚
博
美
会
長
ほ
か
２
名

で
出
迎
え
、
歓
談
し
ま
し
た
。
挨
拶
の

後
、
図
書
室
を
見
学
し
た
同
氏
が
地
図

を
所
望
し
た
の
で
、
宮
森
常
雄
会
員
作

成
の

「カ
ラ
コ
ル
ム

・
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ

ュ
地
図
」

（ナ
カ

ニ
シ
ヤ
出
版
）
を
見

せ
た
と
こ
ろ
、
地
図
を
広
げ
て
興
味
深

く
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン

「う
す
け
ぼ
う
」
に
場

所
を
移
し
、
ラ
ン
チ
を
と
も
に
し
な
が

ら
大
塚
会
長
が
、

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
南
西

壁
の
劇
的
な
初
登
攀
の
帰
路
、
８
７
０

０
Ｍ
川
地
点
で
ビ
バ
ー
ク
、
翌
日
帰
還
し

カラコルム・ヒンズークシュ地図に見入るダグ・スコット氏

不
死
身
の
男
と
賞
さ
れ
た
時
の
様
子
を

尋
ね
る
と
、
同
氏
は

「あ
の
ビ
バ
ー
ク

は
羽
毛
服
も
な
く
フ
リ
ー
ス
だ
け
で
し

た
。
寒
く
て

一
睡
も
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
雪
洞
を
掘

っ
た
の
で
大
丈
夫
で

し
た
よ
」
と
、
過
酷
な
ビ
バ
ー
ク
の
こ

と
を
、
両
手
を
こ
す
る
し
ぐ
さ
を
し
な

が
ら
、
こ
と
も
な
げ
に
話
さ
れ
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

カ
ン
グ
リ

・
シ
ャ
ー
ル

を
め
ざ
し
て

中
村
　
直
樹

１
９
６
１
年
５
月
、
そ
の
こ
ろ
も
今

と
同
じ
よ
う
に
就
職
難
で
あ

つ
た
と
思

う
、
生
活
は
今
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
ほ
ど
貧
し
か
っ
た
。
私
は
あ
る
製
薬

会
社
の
入
社
試
験
を
受
け
、
最
終
の
社

長
面
接
で
、
「あ
な
た
の
趣
味

の
欄

に

登
山
と
あ
り
ま
す
が
山
は
や
め
て
く
だ

さ

い
」

「採
用
で
す
よ
」
と
の
社
長

の

言
葉
に
、
「
ハ
イ
」
と
答
え
た
。

そ
れ
以
来
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
、

激
動
の
中
を
３６
年
間
勤
め
、
１
９
９
８

年
定
年
を
向
か
え
た
。

退
職
後
何
を
す
る
か
。
学
生
時
代
に

感
動
し
た
ヒ
ラ
リ
ー
の
短
編
映
画

『
エ

ベ
ン
ス
ト
征
服
』
や
井
上
靖
の

『氷
壁
』

が
ま
ざ
ま
ざ
と
脳
裏
に
蘇
え
り
、
山

ヘ

の
思
い
が
ま
す
ま
す
募
り
、
日
本
山
岳

会

へ
入
会
し
て
中
高
年
登
山
と
し
て
実

践
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
い
つ
か
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン

や
モ
ン
ブ
ラ
ン
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
未
踏
峰

へ
立
ち
た
い
と
思
い
始
め
、
長
野
県
山

岳
総
合
セ
ン
タ
ー
で
訓
練
を
受
け
、
ア

イ
ゼ
ン

・
ピ

ツ
ケ
ル

・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

等
の
基
礎
を
学
ん
だ
。

次
に
鹿
屋
体
育
大
の
山
本
正
善
先
生

の
講
演
で

「最
も
良
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
登
山
を
す
る
こ
と
で
す
。
低
山
で
も

良
い
か
ら
時
間
の
許
す
限
り
、
速
く
、

長
く
歩
く
こ
と
」
と
学
ん
だ
。
さ

っ
そ

ベルーアンデスを代表する、 レッキング
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く
家
か
ら
１
時
間
の
奥
武
蔵
の
妻
坂
峠
、

大
持
山
、
小
持
山
、
武
甲
山
の
コ
ー
ス

を
選
び
、
月
２
回
以
上
の
山
行
を
実
施

し
、
厳
冬
期
は
八
ヶ
岳
の
天
狗
岳
、
赤

岳
、
残
雪
期
は
富
士
山
、
針
ノ
木
峠
で

雪
山
を
経
験
し
た
。
ま
た
、
科
学
委
員

会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
欠
か

さ
ず
出
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

昨
年
、
日
本
山
岳
会
の
会
報

『山
』

の
９
月
号
に

「東
部
ネ
パ
ー
ル
登
山
隊

隊
員
募
集
、
集
会
委
員
会
」
の
記
事
を

目
に
し
て
、
即
応
募
し
た
が
、
過
去
の

登
山
経
歴
等
選
考
は
厳
し
く
、
返
事
は

な
か
な
か
こ
な
か
っ
た
。
年
が
明
け
て
、

朴
元
隊
長
か
ら
カ
ン
グ
リ

・
シ
ャ
ー
ル

（６
８
１
１
肝

・
未
踏
峰
）
シ
エ
ア
登

山
隊
隊
員
に
決
定
し
た
と
の
通
知
を
受

け
、
感
激
で
身
体
が
震
え
た
。

４
月
１５
日
の
出
発
に
向
け
て
会
合
が

持
た
れ
、
合
同
訓
練
も
実
施
さ
れ
、
自

分
の
ウ
イ
ー
ク

・
ポ
イ
ン
ト
が
明
確
と

な
る
。
ま
ず
は
、
装
備
の
補
強
に
始
ま

リ
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
フ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
受
講
な
ど
泥
縄
が
続
い

た
。
隊
と
し
て
は
、
食
糧
、
団
体
装
備

の
買
出
し
、
荷
物
の
集
積
梱
包
、
発
送
、

調
査
隊
の
ス
ラ
イ
ド
説
明
に
よ
り
装
備

の
再
検
討
が
行
わ
れ
る
。

そ
れ
と
平
行
し
て
自
分
の
担
当
の
医

療
に
つ
い
て
は
、
薬
の
選
定
と
入
手
、

分
類
、
用
法

・
用
量
の
表
示
に
手
間
取

っ
た
。
高
所
順
応
へ
の
対
応
で
は
低
酸

素
室
へ
通
い
順
応
に
あ
た
る
。
連
日
の

忙
し
さ
は
、
津
波
が
お
し
よ
せ
て
き
た

時
の
よ
う
な
す
さ
ま
じ
さ
で
あ
る
。

朴
元
隊
長
を
は
じ
め
各
隊
員
は
経
験

豊
富
で
、
複
雑
な
仕
組
み
を
テ
キ
パ
キ

と
処
理
さ
れ
小
気
味
よ
さ
を
感
じ
る
。

会
を
重
ね
る
ご
と
に
組
織
は
強
化
さ
れ

ソ
フ
ト
化
さ
れ
て
い
く
。

企
業
を
定
年
退
職
し
て
５
年
、
制
限

年
齢
ギ
リ
ギ
リ
の
６５
歳
、
こ
の
節
目
に

自
分
の
取
り
組
ん
で
き
た

「中
高
年
登

山
の
実
践
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
成
果
が

カ
ン
グ
リ

・
シ
ャ
ー
ル
で
試
さ
れ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
も
う

一
つ
は
若
い
こ
ろ

で
き
な
か
っ
た
登
山
、
そ
の
空
自
の
部

分
を
少
し
で
も
埋
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
幸
せ
で
あ
る
。

正
月
の
上
高
地
山
研
生
活

芳
村
　
誠
一

か
ね
て
よ
り
冬
の
上
高
地
を
訪
ね
て

み
た
い
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
の

年
末
年
始

「試
験
的
に
山
研
を
オ
ー
プ

ン
」
す
る
こ
と
を
知
り
、
早
速
申
し
込

ん
だ
。
九
州
か
ら
年
寄
り
ひ
と
り
の
参

加
で
あ
る
。
白
銀
の
上
高
地
に
思
い
を

馳
せ
な
が
ら
、
冬
期
の
山
研
利
用
の
注

意
や
積
雪
、
交
通
な
ど
の
情
報
を
、
送

ら
れ
て
き
た
参
加
要
項
か
ら
得
て
、
心

構
え
も
含
め
て
準
備
し
た
。

入
山
は
釜
ト
ン
ネ
ル
か
ら
の
歩
き
と

な
り
、
部
分
的
に
凍
結
し
た
ト
ン
ネ
ル

を
滑
り
な
が
ら
抜
け
て
雪
の
世
界
に
出

た
。
あ
と
は
除
雪
さ
れ
て
い
る
道
を
辿

り
、
河
童
橋
を
渡

っ
て
山
研
に
入
る
。

雪
囲
い
さ
れ
た
玄
関
か
ら
食
堂
に
入

る
と
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
と
併
せ
て
薪
ス

ト
ー
ブ
も
暖
か
く
燃
え
て
い
る
。

飲
料
水
は
近
く
の
沢
の
水
を
利
用
し
、

炊
事
の
洗
い
水
は
バ
ケ
ツ
で
受
け
て
、

建
物
外
の
ド
ラ
ム
缶
に
溜
め
、
春
の
開

所
時
に
下
水
道
に
流
す
と
の
こ
と
。
ま

た
ト
イ
ン
も
工
事
現
場
な
ど
で
使
わ
れ

て
い
る
も
の
が
、
冬
期
用
と
し
て
仮
設

さ
れ
て
い
た
。
環
境
に
配
慮
し
て
、
か

つ
生
活
に
も
不
自
由
の
な
い
よ
う
に
細

部
に
わ
た

っ
て
気
配
り
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
水
汲
み
や
薪
運
び
な
ど
は
利

用
者
が
自
発
的
に
、
年
齢
に
関
係
な
く

全
員
が
協
力
し
て
行
う
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
食
事
は
鍋

物
、
丼
物
、
和
定
食
、
洋
定
食
と
日
替

わ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
大
晦
日
に
は
キ

ヤ
ン
ド
ル
の
あ
か
り
で
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
、
ワ
イ
ン
に
オ
ー
ド
ブ
ル
、
年
越

し
そ
ば
で
過
ご
し
た
。
お
正
月
の
三
が

日
は
、
美
し
く
盛
り
つ
け
た
お
節
料
理

と
関
東
風
の
お
雑
煮
。
窓
越
し
に
雪
景

色
を
眺
め
な
が
ら
の
食
事
は
、
全
て
が

美
味
だ

っ
た
。

こ
の
年
末
年
始
は
天
候
に
恵
ま
れ
て

い
た
と
思
う
。
毎
日
行
動
可
能
な
程
度

の
変
化
で
あ
り
、
安
全
に
冬
の
上
高
地

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
滞
在
期

間
中
に
私
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
、

明
神
や
徳
沢
な
ど
に
連
日
の
よ
う
に
ひ

と
り
で
で
か
け
て
い
た
。
同
宿
の
会
員

諸
氏
も
私
同
様
に
、
全
員
が
朝
食
を
終

え
る
と
毎
日
の
よ
う
に
徳
本
峠
や
横
尾

な
ど
に
で
か
け
て
い
る
。
す
べ
て
自
己
　
＞

責
任
で
自
由
に
行
動
で
き
る
の
が
嬉
し
　
＜

元
日
は

「朝
日
に
輝
く
穂
高
が
幻
想

的
だ
よ
」
と
起
こ
さ
れ
、
温
か
い
羽
ぶ

と
ん
か
ら
飛
び
出
し
て
、
あ
わ
て
て
河

童
橋
ま
で
走
る
。
小
雪
の
ち
ら
つ
い
て

い
た
昨
日
と
は
打

っ
て
変
わ
り
快
晴
。

真

っ
白
い
穂
高
の
峰
が
美
し
い
。
上
高

地
に
来
て
良
か
っ
た
と
感
動
す
る
。

上
高
地
を
下
り
る
日
は
雪
と
風
の
世

界
と
な

っ
て
し
ま
い
、
釜
ト
ン
ネ
ル
ま

で
の
寒
か
っ
た
こ
と
。
坂
巻
温
泉
で
ゆ

っ
く
り
と
温
ま
っ
た
後
、　
一
緒
に
下
山

し
た
４
人
と
タ
ク
シ
ー
で
松
本
へ
。

４
日
間
、
素
晴
ら
し
い
健
康
的
な
生
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活
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
周
到

な
計
画
で
こ
の
機
会
を
作

っ
て
く
れ
た

山
研
委
員
会
と
、
お
世
話
し
て
く
だ
さ

っ
た
年
末
年
始
開
所
担
当
の
自
称

「総

支
配
人
」
の
小
川
理
事
、
自
称

「総
料

理
長
」
の
坂
本
委
員
に
心
か
ら
感
謝
す

る
。ポ

カ
ラ
国
際
山
岳
博
物
館
便
り

―
―
国
際
平
和
ブ
ジ
ャ
の
報
告

安
藤
　
久
男

ポ
カ
ラ
の
国
際
山
岳
博
物
館
で
は
２

月
２５
日
か
ら
３
日
間
プ
ジ
ャ
と
呼
ば
れ

る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
宗
教
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ジ
ャ
は
ダ
ラ
イ
ラ

マ
の
師
匠
と
言
わ
れ
て
い
る
第
３１
世

弓
〓
Ｃ
〓
∽
コ
寿
刀
一ヨ
リ
〇
の
コ
①
師
に
よ
り
挙

式
さ
れ
、
ラ
マ
僧
１
３
０
０
人
以
上
、

ネ
パ
ー
ル
か
ら
は
も
と
よ
り
近
隣
諸
国

か
ら
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
約
４
万
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
廣
い
博
物

館
の
前
庭
は
弓

，
ｃ
〓
∽
コ
寿
刀
一ヨ
リ
ｏ
ｏ

，
①

師
の
祝
福

（ｏ
，

コ
①ヨ
”
”
∞
）
を
受
け
る

人
で
埋
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
プ
ジ
ャ
は
世
界
平
和
を
祈
願
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
か
つ
ポ
カ
ラ
の

国
際
山
岳
博
物
館
を
全
国
の
山
岳
民
族

に
知

っ
て
貰
う
た
め
の
催
し
で
し
た
。

ま
た
、
国
内
的
に
は

〈山
岳
民
族
こ
こ

に
あ
り
〉
と
い
う
意
味
合
い
も
含
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
登
山
協
会
は
本
年
５
月
２９

日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
国
際
山
岳
博
物

館
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
ポ
ス

ト
モ
ン
ス
ー
ン
に
延
期
し
ま
し
た
。
詳

し
い
日
程
は
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
が
１２

月
初
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

博
物
館
で
は
当
初
の
計
画
と
お
り
本
格

的
な
展
示
品
の
収
集
と
展
示
作
業
に
取

り
か
か
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
ポ
カ
ラ
に
お
い
で
の

際
は
ぜ
ひ
国
際
山
岳
博
物
館
に
お
立
ち

寄
り
下
さ
い
。

旧
会
員
章
と

創
立
以
来
の
会
員
数長

田
　
義
則

会
の
創
立
１
０
０
周
年
の
足
音
が
聞

こ
え
る
。
遥
か
１
０
０
年
前
の
こ
と
を

知
る
由
も
な
い
が
、
山
岳
会
を
立
ち
上

げ
た
先
人
に
思
い
を
寄
せ
な
が
ら
、
古

い

『山
岳
』
の
記
録
を
追
う
こ
と
に
も
、

往
時
の
幾
分
か
を
実
感
で
き
る
と
思
い

つ
つ
追
想
し
て
み
た
。

◇
旧
会
員
章
の
番
号
と
は

Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
章
に
は
通
し
番
号
の
刻

印
が
あ
り
、
そ
の
人
の
会
員
番
号
に
な

っ
て
い
る
。
大
正
９
年
４
月
か
ら
交
付

さ
れ
、
通
し
番
号
は
３
月
１
日
現
在
の

会
員
７
４
９
名
を
１
番
か
ら
割
り
当
て
、

８３
年
後
の
今
、
１
３
７
０
０
番
を
数
え

フ０
。そ

れ
以
前
の
会
員
章

（旧
会
員
章

・

写
真
）
は
武
井
真
澄
デ
ザ
イ
ン
の
三
角

形
の
バ
ッ
ジ
で
、
名
誉
会
員
、
特
別
会

員
、
正
会
員
、
役
員
の
４
種
を
色
で
示

し
た
。
こ
の
旧
会
員
章
は
明
治
４２
年
６

月
か
ら
制
定
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
山
岳
会

は
日
本
博
物
学
同
志
会
の
支
会
と
し
て

存
在
し
た
の
が
、
こ
の
時
を
も

っ
て
日

本
山
岳
会
と
改
称
し
、　
一
人
立
ち
の
ス

タ
ー
ト
と
な

っ
た
。

旧
会
員
章
は
新
会
員
章
の
実
施
日
ま旧会員章 (三枝威之介、33番)守 維氏所蔵

で
の
１０
年
９
か
月
の
間
使
用
さ
れ
た
。

裏
面
に
は
番
号
が
打
た
れ
、
実
費
１
円

（米

一
俵
４
円
）
で
頒
布
さ
れ
、
そ
の

番
号
と
所
有
者
名
を
記
帳
し
た
が
、
着

用
に
は
大
形
に
し
て
適
さ
ず
、
別
に
ネ

ク
タ
イ
ピ
ン

（５０
銭
）
も
作

っ
た
。

実
費
で
頒
布
し
た
旧
会
員
章
だ

っ
た

が
、
翌
明
治
４３
年
か
ら
の
入
会
者
に
は

無
償
で
交
付
さ
れ
、
大
正
８
年
ま
で
実

施
さ
れ
た
。
旧
会
員
章
は
明
治
４２
年
１２

月
以
前
の
入
会
者
の
中
に
実
費
で
求
め

た
会
員
と
、
会
員
章
を
求
め
ず
に
所
持

し
な
い
会
員
と
が
あ

っ
た
。

明
治
４３
年
以
後
の
入
会
者
に
交
付
し

た
会
員
章
の
番
号
に
は
、
順
序
不
同
も

山の本の古書店
山

パみ̂     日
′・‐      H

く嚢塁1負入
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み
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
正
８
年

６
月
に
会
員
章
規
則
の
改
正
を
し
て
、

一
旦
会
員
章
全
部
の
整
理
を
し
た
の
が

今
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
章
で
あ
り
、
会
員
番

号
と
な

っ
た
。

新
し
い
会
員
章
は
、
旧
会
員
章
の
４

種
の
区
別
を
撤
廃
し
、
会
員
平
等
の
趣

意
か
ら
１
種
と
な
り
今
も
変
わ
ら
な
い
。

◇
創
立
以
来
の
会
員
数
と
は

今
、
会
員
番
号
は
１
３
７
０
０
番
を

数
え
る
が
、
こ
の
数
字
は
創
立
以
来
の

入
会
者
数
を
表
す
も
の
で
は
な
い
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
新
会
員
章
の
交
付
に
つ
き
、

大
正
９
年
３
月
１
日
現
在
の
会
員
７
４

９
名
を
１
番
か
ら
割
り
当
て
、

８３
年
続

い
た
入
会
者
の
通
算
番
号
で
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
旧
会
員
章
時
代
に
あ
た
る
明
治

３８
年
１０
月
の
創
立
時
か
ら
、
大
正
９
年

２
月
ま
で
の
１５
年
間
に
退
会
し
た
会
員

数
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。
手
元

の
名
簿
資
料
の
不
足
で
正
確
な
集
計
は

で
な

い
が
、
わ
か
り
や
す
く
は

『山

岳
』
２
の
１
の
名
簿

（明
治
４０
年
２
月

２０
日
現
在
）
は
創
期
会
員
３
９
０
名
を

含
む
４
１
８
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

大
正
１０
年
１２
月
１
日
現
在
で
は
７
６
０

名
の
会
員
の
中
で
、
会
員
番
号
所
有
者

は
９４
名
し
か
残

っ
て
い
な
い
。
通
算
番

号
を
付
さ
れ
な
か
っ
た
相
当
数
の
退
会

者
３
２
４
名
の
会
員
の
加
算
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
れ
以
降
か
ら
大

正
９
年
２
月
ま
で
の
１３
年
間
の
入
会
者

に
退
会
者
を
確
定
し
、
加
算
し
た
総
数

が
創
立
以
来
の
述
べ
入
会
者
数
と
考
え

る
。会

が
創
立
し
て
１５
年
の
間
に
、
創
期

会
員
の
８
割
近
く
が
退
会
し
て
い
く
動

向
の

一
面
は
、
発
起
人
の
７
人
が
創
立

時
に
抱
い
た

一
番
の
不
安
で
あ

っ
た
に

違
い
な
い
。
そ
れ
を
超
え
て
の
１
０
０

年
が
今
こ
こ
に
脈
を
打

つ
。

（文
中
敬
称
略
、
参
考
図
書

・
『山
岳
』

１
の
１
、
２
の
１
、
４
の
２
、

１４
の
１
、

１４
の
２
、

１６
の
２
、

３１
の
１
）

大
島
亮
吉
の
越
え
た

「三
つ
の
小
さ
い
峠
」松

家
　
晋

大
島
亮
吉
の
遺
作
の
な
か
で
、
と
り

わ
け
峠
に
関
す
る
随
想
は
味
わ
い
深
い
。

こ
れ
ら
は
若
き
大
島
が
み
ず
か
ら
山
村

の
峠
を
さ
ま
よ
い
歩
き
、
そ
の
印
象
を

記
し
た
も
の
で
、
峠
の
随
想
と
し
て
は

大
変

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
だ
と
思
う
。

大
島
自
身
は
そ
の
随
想
の
な
か
で
、

自
分
と
し
て
は
史
実
で
名
高
い
歴
史
的

な
峠
よ
り
も
、
む
し
ろ
地
方
的
で
山
間

の
山
村
と
山
村
と
の
あ
い
だ
の
め

っ
た

に
他
国
の
も
の
や
旅
行
者
な
ど
の
通
ら

な
い
よ
う
な
峠
に
心
を
惹
か
れ
る
と
記

し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
こ
れ
ら
の
考

証
や
随
想
の
な
か
に
、
大
島
の
山
岳
観

や
大
島
好
み
と
い
う
も
の
が
、
色
濃
く

に
じ
み
出
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で

あ
る
。

「三

つ
の
小
さ

い
峠
」
の

一
編

（『山

―
研
究
と
随
想
』
に
収
録
）
は
、
大
島

が
東
北

・
朝
日
岳
か
ら
の
帰
途
、
そ
の

山
麓
の
小
さ
い
峠
を
越
え
て
村
里
に
出

た
と
き
の
詩
情
豊
か
な
随
想
で
あ
る
。

私
は
こ
れ
ら
の
峠
路
を
た
ど
り
、
大
島

を
追
想
し
て
み
た
く
な
り
、
昨
年
の
晩

秋
の
こ
ろ
ひ
と
り
で
訪
ね
て
み
た
。

古
寺
鉱
泉
に
泊
ま

っ
た
翌
日
、
旧
林

道
を
探
し
な
が
ら
山
毛
欅
峠

へ
と
向
か

う
。
大
島
が
越
え
た
と
き
、
こ
の
峠
路

は
名
の
と
お
り
み
ご
と
な
ブ
ナ
の
樹
林

が
続
い
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
樹
幹
に

一
定
の
間
隔
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
銘
目

の
理
由
を
、
大
島
が
連
れ
の
山
人
に
尋

ね
な
が
ら
越
え
て
い
っ
た
峠
…
…
。
今

は
こ
の
峠
の
す
ぐ
近
く
に
は
大
型
林
道

が
開
通
し
て
い
る
。
私
は
旧
林
道
を
歩

い
て
下

っ
て
み
た
が
、
ブ
ナ
の
林
は
少

な
く
、
カ
ラ
マ
ツ
や
ス
ス
キ
が
目
立

っ

て
い
た
。

次
の
無
名
の
峠

へ
は
廃
道
の
た
め
た

ど
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
は
心
残

り
で
あ

っ
た
。
峠
の
向
こ
う
に
あ
る
萱

野
と
い
う
戸
数
３
戸
ば
か
り
か
ら
な
る

小
村
は
ぜ
ひ
訪
ね
て
み
た
か
っ
た
。
大

島
は
こ
の
峠
越
え
の
と
き
、
萱
野
で

一

夜
の
宿
を
乞
い
、
そ
こ
で
温
か
く
遇
せ

ら
れ
た
こ
と
が
印
象
深
く
、
い
つ
ま
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
と
記
し
て
い
る
。
地

元
の
人
の
話
で
は
、
こ
の
萱
野
は
現
在

廃
村
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
。
事
実
、

地
図
の
上
か
ら
も
消
え
て
い
る
。

最
後
に
茎
ノ
峰
峠
に
立

っ
て
み
た
。

大
島
が
連
れ
の
山
人
と
互
い
に
別
れ
を

惜
し
ん
だ
峠
で
あ
る
。
最
上
川
沿
い
の

黒
鴨
の
集
落
か
ら
、
荒
れ
て
は
い
る
が
、

車
が
入
る
よ
う
な
林
道
が
峠
ま
で
達
し
　
ω

て
い
る
。
峠
の
杉
の
本
の
下
に
古
び
た
　
は

石
仏
が

一
体
置
か
れ
て
い
る
だ
け
の
寂

し
い
峠
で
あ
る
。
萱
野
へ
下

っ
て
い
る

旧
道
は
も
う
廃
道
に
近
い
。

林
道
の
開
通
と
山
村
の
荒
廃
が
峠
や

山
村
の
機
能
を
失
わ
せ
て
ゆ
く
今
日
、

や
が
て
そ
れ
ら
が
地
図
の
上
か
ら
消
え

て
ゆ
く
運
命
に
あ
る
の
も
ま
た
自
然
な

こ
と
だ
。

し
か
し
名
作
を
生
ん
だ
う
る
わ
し
い

峠
や
山
村
の
風
土
は
、
そ
の
名
作
の
な

か
で
い
つ
ま
で
も
消
え
失
せ
る
こ
と
な

く
、
ラ
ン
プ
の
明
か
り
の
よ
う
に
、
ほ

の
か
に
私
た
ち
の
心
を
照
ら
し
続
け
て

く
れ
る
の
で
あ
る
。
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ヤル・ツアンポー、
たつたひとりの探検

江本 嘉伸

チ
ベ
ッ
ト
の
西
部

マ
ナ
サ
ロ
ワ
ー
ル
湖

の
東
に
源
を
発
す
る
ヤ
ル

・
ツ
ア
ン
ポ
ー

川
は
チ
ベ
ッ
ト
高
原
を
東
に
流
れ
、
ナ
ム

チ
ャ
バ
ル
ワ
の
麓
を
巻
く
よ
う
な
形
で
折

り
か
え
し
、
ブ
ラ
マ
プ
ト
ラ
川
と
な

っ
て

ガ
ン
ジ
ス
に
合
流
す
る
。
こ
の
２
０
０
年
、

ヤ
ル

・
ツ
ア
ン
ポ
ー

″
大
屈
曲
部
″
を
め

ぐ
る
数
々
の
探
検
と
冒
険
が
、
チ
ベ
ッ
ト

探
検
史
の
中
で
も
際
立

っ
て
刺
激
的
な
の

は
、
深

い
峡
谷
が
発
信
す
る
不
可
解
な

「未
知
」
を
嗅
ぎ
取
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

そ
の
屈
曲
部
を
ひ
と
り
で
踏
査
、
困
難

な
ト
ラ
バ
ー
ス
を
や
り
と
げ
て
帰

っ
て
き

た
若
者
が
い
る
。
早
稲
田
大
探
検
部
Ｏ
Ｂ
、

角
幡
唯
介

（ゆ
う
す
け
、

２７
）
だ
。

角
幡
は
、
探
検
部
時
代
の
最
後
に

「ヤ

ル

・
ツ
ア
ン
ポ
ー
峡
谷
の
謎
」
に
と
り
つ

か
れ
、
ま
ず
、
在
学
中
の
９８
年
に
偵
察
行

を
し
た
が
、
こ
の
時
は
、
奥
地
ま
で
は
全

く
入
れ
な
か
っ
た
。
２
０
０
２
年
１２
月
な

か
ば
ラ
サ
に
入
り
、
身
ひ
と
つ
で
峡
谷
を

め
ざ
し
た
。

１５
日
に
ラ
サ
を
出
発
、
八

一
鎮
で

一
泊

し
、
翌
日
ペ
イ
ル
ン
門
巴
民
族
郷
に
到
着
。

１８
日
に
ポ
ー
タ
ー
を

一
人
連
れ
、
ヤ
ル

・

ツ
ア
ン
ポ
ー
の
支
流
、
ポ
ー
ロ
ン

・
ツ
ア

ン
ポ
ー
川
沿
い
の
山
道
を
大
峡
谷
目
指
し

て
出
発
し
た
。
以
前
、
か
か
っ
て
い
た
つ

り
橋
は
、
２
０
０
０
年
春
の
大
洪
水
で
す

べ
て
流
さ
れ
て
し
ま
い
、
途
中
２
か
所
の

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
を
お
そ
る
お
そ
る
渡
る
。

チ
ロ
リ
ア
ン

・
ブ
リ
ッ
ジ
の
よ
う
に
、
両

岸
か
ら
張
ら
れ
た

一
本
の
ロ
ー
プ
に
水
面

を
背
に
し
て
つ
か
ま
り
、
滑
車
を
頼
り
に

渡
る
の
で
あ
る
。

２０
日
か
ら
３
日
間
、
こ
こ
で
知
り
合

っ

た
カ
ン
パ
族
の
男

（シ
ヤ
オ
ワ
ン
と
い
っ

た
）
に
あ
た
り
を
案
内
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
知
識
を
得
、
大
峡
谷
の
村
、
ザ
チ

ュ

に
た
ど
り
着
い
た
。

２４
日
、

３０
キ
ロ
以
上
の
ザ
ッ
ク
を
担
い
で

出
発
、
単
独
探
検
を
開
始
し
た
。
遭
遇
し

た
の
は
藪
と
泥
に
お
お
わ
れ
た
壁
の
高
巻

き
だ

っ
た
。
傾
斜
の
強
い
濡
れ
た
岩
の
斜

面
に
柔
ら
か
い
土
が
こ
ん
も
り
の
っ
て
お

り
、
ト
レ
ツ
キ
ン
グ

ｏ
シ
ュ
ー
ズ
は
、
滑

り
ま
く

っ
た
。
直
径
ｌ
μ川
も
の
倒
本
が
行

く
手
を
阻
み
、
２
時
間
で
終
わ
る
予
定
の

高
巻
き
は
日
暮
れ
時
に
な

っ
て
も
、
中
間

に
あ
る
沢
に
さ
え
到
達
で
き
な
い
。
喉
が

乾
い
た
角
幡
は
、

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を

つ
け

て
下
の
沢
を
目
指
し
急
斜
面
を
下
降
し
よ

う
と
し
た
。
そ
の
時
―

―
。

「本
の
根
が
腐

っ
て
い
て
、
私
の
体
重
を

受
け
る
と
土
ご
と
岩
か
ら
離
れ
て
し
ま

っ

た
。
そ
の
瞬
間
、

３０
キ
ロ
以
上
の
ザ
ッ
ク
と

と
も
に
私
の
体
は
急
斜
面
を
勢
い
よ
く
転

が
り
出
し
た
。
し
ま

っ
た
、
滑
落
し
た
。

１０
日川
く
ら
い
滑
落
す
る
と
、
奇
跡
的
に
も

ザ
ッ
ク
か
ら
大
き
な
立
ち
本
に
ぶ
つ
か
り

私
の
体
は
止
ま

っ
た
。
ま

っ
た
く
幸
運
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
か
っ
た
…
…
」

２３
日
間
に
及
ん
だ
厳
冬
期
十
勝
大
雪
ス

キ
ー
ツ
ア
ー
、
２
０
０
２
年
、
友
人
と
２

人
で
行
な

っ
た
Ｓ
字
峡
か
ら
の
冬
季
黒
部

横
断
山
行
、
さ
ら
に
は
日
本
を
ヨ
ッ
ト
で

出
発
し
、
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
中
央
高
地
、
ト

リ
コ
ー
ラ
北
壁
を
初
登
し
た

「
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア

・
エ
ク

ス
ペ
デ
イ
シ

ョ
ン
２
０
０

１
」
な
ど
、
登
山
の
世
界
で
も

ユ
ニ
ー
ク

な
挑
戦
を
続
け
て
き
た
た
ま
も
の
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
よ
く
も
無
事
だ

っ
た

も
の
だ
。

角
幡
は
、
こ
の
日
は
ビ
バ
ー
ク
し
て
い

っ
た
ん
敗
退
。
以
後
、
作
戦
を
建
て
直
し
、

２
か
月
あ
ま
り
、
計
３
回
に
わ
た

っ
て
ヤ

ル

・
ツ
ア
ン
ポ
ー
横
断
に
挑
戦
す
る
。
猟

師
道
を
た
ど
り
、
難
場
で
は
ボ
ル
ト
を
打

っ
て
懸
垂
下
降
し
、
未
踏
査
部
分
の
踏
査

に
成
功
、
目
的
を
果
し
て
２
月
な
か
ば
、

帰
国
し
た
。
と
り
わ
け
、
ホ
ク
ド
ル
ン
と

い
う
地
で
高
さ
４５
厨
、
幅
３０
肝
、
奥
行
き

３０
口川
の
大
き
な
洞
窟
を
見
つ
け
た
時
は
、

興
奮
し
た
。
４
～
５
０
０
人
は
入
れ
そ
う

な
こ
の
洞
窟
を
、
植
物
採
集
家
で
あ
り
、

チ
ベ
ッ
ト
探
検
家
と
し
て
知
ら
れ
る
キ
ン

グ
ド
ン

・
ウ
ォ
ー
ド
ら
が
書
き
残
し
て
い

る

「ペ
コ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
桃
源
郷
で
は

な
い
か
と
角
幡
は
推
測
す
る

日
本
か
ら
か
か
っ
た
経
費
は
、
じ
め
て

３０
万
円
。
大
が
か
り
な
隊
が
試
み
て
き
た

こ
と
を
、
ひ
と
り
で
や
っ
て
の
け
た
そ
の

詳
細
な
記
録
は
、
こ
れ
か
ら
発
表
さ
れ
る

だ
ろ
う
。

４
月
か
ら
朝
日
新
聞
駆
け
出
し
記
者
と

な

っ
た
角
幡
。
登
山
や
冒
険
に
つ
い
て
の

書
き
手
不
在
が
い
わ
れ
て
い
る
時
代
、
行

動
者
と
し
て
、
そ
し
て
書
き
手
と
し
て
新

し
い
領
域
を
広
げ
て
も
ら
い
た
い
。

メンドゥンの滝 (高さ約20傷 )。 意外に高低差の小さい滝が多い。

(11)

::::難輔信驀
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図書紹 介

八
谷
和
彦

・
著

『ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
な
い

北
海
道
の
山
５０
』

副
題
に

「私
の
雪
山

ハ
イ
キ
ン
グ
情

報
」
と
あ
る
が
、
多
く
は
登
山
道
が
な

く
夏
は
手
強
い
山
で
あ
る
。
著
者
は
広

域
な
北
海
道
で
５
０
０
近
く
の
山
に
登

り
、
そ
の
中
か
ら
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
や
紀

行
文
に
な
い
も
の
を
選
び
出
し
て
い
る
。

各
山
ご
と
に
、
そ
の
山
が
ど
こ
に
あ

っ
て
、
ど
ん
な
山
な
の
か
、
ど
の
ル
ー

ト
を
た
ど
れ
ば
よ
い
の
か
を
紹
介
。
そ

の
上
、
著
者
自
身
が
登

っ
た
山
の
登
山

情
報
を
、
具
体
的
に
年
月
日
と
時
間
帯

を
付
記
し
、
参
考
に
資
し
て
い
る
。

こ
の
本
を
出
す
動
機
と
し
て

「人
の

あ
ま
り
行
か
な
い
新
し
い
山
を
目
指
す イラスト 蜂谷益雄

人
た
ち
の
参
考
に
な
れ
ば
」
と
記
し
て

い
る
。
目
次
を
開
く
と
、
北
海
道
全
域

の
知
ら
れ
ざ
る
山
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
筆
者
が
登

っ
た
の
は
わ
ず

か
６
座
し
か
な
く
、
今
後
の
目
標
と
し

て
大
い
に
参
考
に
な
る
。
百
、
三
百
、

三
百
の
名
山
は
、
今
や
オ
ー
バ
ー
ユ
ー

ス
で
ど
こ
も
荒
廃
し
続
け
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
は
こ
れ
ら
の
山
に
目
を
向
け
る

べ
き
で
あ
る
。
　

　

　

（高
澤
　
光
雄
）

２
０
０
２
年
２
月
　
１
６
１
ガ

自
費
出
版
　
１
０
０
０
円
　
（著
者

連
絡
先
　
〒
０
６
９

‐
１
５
１
１

夕
張
郡
栗
山
町
中
央
４

‐
１
１
６

‥

４

‥

３

０

ｌ

　

ＴＥＬ

０

１

２

３

７

１

２

‐
１
２
１
０
）

「異
端
の
登
攀
者
」
刊
行
委
員
会

・
編

『異
端

の
登
攀
者
』

―

第

二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
軌
跡
―
―

２
０
０
１
年
２
月
２８
日
、
図
書
委
員

会
の
第
２９
回
山
岳
史
懇
談
会
で
第
二
次

Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
創
立
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
二

宮
洋
太
郎
氏
に
、
同
ク
ラ
ブ
の
歴
史
に

つ
い
て
語

っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
内
容

は

『山
岳
』
（２
０
０
１
年
）
に

「第
二

次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
あ
し
あ
と
―

極
限
登
山

者
の
輩
出
を
促
し
た
先
駆
的
集
団
―

」

と
題
し
て
同
氏
に
執
筆
い
た
だ
い
た
。

こ
の
稿
を
も
と
に
し
た
も
の
が
、
本

書
の

「第

一
章

・
回
顧
と
展
望
」
の
冒

頭
の

「第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
十
五
年
」
で

あ
る
。
「第
二
章

・
座
談
会
」
で
は
、

こ
の
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
た
奥
山
章
氏

の
こ
と
が
熱
く
語
ら
れ
、
ま
た
ク
ラ
ブ

の
帰
趨
を
左
右
し
た
７３
年
の
エ
ヴ

エ
レ

ス
ト
遠
征
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
忌

憚
な
く
語
ら
れ
、
興
味
深
い
。
「第
二

章

・
私
と
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
」
に
は
ク
ラ

ブ
の
最
盛
期
に
活
躍
し
、
今
は
７０
歳
前

後
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
な

っ
た
同
人

た
ち
の

「小
論
」
「回
想
」
「追
悼
」
や

故
人
の

「遺
稿
」
が
あ
る
。
彼
ら
同
人

た
ち
が
５０
年
後
半
か
ら
６０
年
代
に
北
岳

や
剣
、
穂
高
、
谷
川
岳
な
ど
で
成
し
遂

げ
た
積
雪
期
の
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム

・
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、
当
時
の
ク
ラ
イ
マ
ー

の
羨
望
の
的
で
あ

っ
た
。
「第
四
章

『Ｒ

Ｃ
Ｃ
時
報
』
第
１
～
１３
号
（完
全
収
録
）」

（５８
～
６９
年
）
を
見
れ
ば
、
岩
場
の
グ

レ
ー
ド
研
究
や
登
山
用
具
の
開
発
に
い

か
に
意
欲
的
で
あ

っ
た
か
が
わ
か
る
。

ま
た
カ
フ
カ
ス
登
山
や
ソ
連
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
憲
章
の
紹
介
な
ど
も
行
い
、
ソ

連
の
登
山
シ
ス
テ
ム
に
も
早
く
か
ら
注

目
し
て
い
た
の
で
あ
る
。（田

村
　
俊
介
）

２
０
０
２
年
６
月
　
山
と
漢
谷
社
発

行
　
３
９
７
が
　
３
３
０
０
円

刊
〓
０
一ヨ
０
０

工
匡
σ
ｏ
「
・
彙者

『
Ｏ
ｍ
「
ｏ
・
０
一「
『
０
一．Ｑ
Ｏ
「
引
「
側
⊆
ゴ
０
』

ド
イ
ツ
の
カ
ラ
コ
ル
ム
研
究
家
、
Ｗ

・
ハ
イ
ヘ
ル
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
こ
の

大
き
な
本
の
題
名
は

『オ
ー
ガ
ー
。
夢

の
峰
』
と
い
う
。
オ
ー
ガ
ー
は

「食
人

鬼
」
と
い
う
意
味
の
英
語
で
あ
る
の
だ

が
、
こ
の
峰
は
カ
ラ
コ
ル
ム
に
あ
る
。

本
名
を
ビ
ン
ダ

・
ブ
ラ
ク
と
い
う
が
、

日
本
で
は
英
語
読
み
の
バ
イ
ン
タ
ー

・

ブ
ラ
ッ
ク
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
ら
し
い
。
欧
米
の
登
山
家
た
ち
は
も

っ
ぱ
ら
オ
ー
ガ
ー
と
呼
ぶ
。
最
高
峰
は

７
２
８
５
口川
だ
が
、
８
０
０
０
肝
峰
を
　
劉

し
の
ぐ
困
難
さ
を
も
つ
の
は
切
り
立
つ
　
Ｈ

巨
大
な
岩
壁
の
せ
い
で
あ
る
。

こ
の
山
に
１
９
７
７
年
、
ク
リ
ス

・

ボ
ニ
ン
ト
ン
と
ダ
グ

・
ス
コ
ツ
ト
の
イ

ギ
リ
ス
隊
が
初
登
頂
し
た
。
そ
の
後
２４

年
間
に
２７
の
登
山
隊
が
挑
ん
で
、
す
べ

て
頂
上
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
２

０
０
１
年
に
ド
イ
ツ
人
と
ス
イ
ス
人
の

隊
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
第
二
登
が
成

功
し
た
。
そ
の
登
頂
者
の
ひ
と
り
で
あ

る
ト
ー
マ
ス

ｏ
フ
ー
バ
ー
に
よ
る
編
著

と
し
て
、
こ
の
美
麗
な
本
が
生
ま
れ
た
。

自
分
た
ち
だ
け
の
登
頂
の
記
録
と
し

て
で
な
く
、
ボ
ニ
ン
ト
ン
ら
に
よ
る
初

登
頂
以
来
の
記
録
を
集
大
成
し
て
、
人

ミ1滋鰤
ン資]口γ ″″
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食
鬼
と
恐
れ
ら
れ
る
困
難
な
岩
山
と
の

た
た
か
い
の
歴
史
を
、
豊
富
で
美
し
い

写
真
と
と
も
に
絵
巻
物
と
し
て
展
開
す

る
。
こ
の
姿
勢
が
好
ま
し
い
。

登
頂
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

頂
上
に
も
っ
と
も
近
く
肉
迫
し
た
日
本

隊
へ
の
賛
辞
が
６９
ペ
ー
ジ
に
あ
る
。

（宮
下
　
啓
三
）

２
０
０
２
年
　
図
書
協
会

（ド
イ
ツ

・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）
発
行
　
１
７
５
ガ

尾
野
益
大

・
著

『四
国
の
山
を
歩
く
』

最
近
は
全
国
の
地
域
別
登
山
案
内
書

の
出
版
が
盛
ん
だ
が
、
四
国
の
山
を
と

り
あ
げ
た
も
の
は
東
日
本
で
は
あ
ま
り

見
か
け
な
い
。
本
書
は
、
県
別
に
、
さ

ら
に
山
系
ご
と
に
ほ
ぼ
５０
座
を
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
偏
す
る
こ
と
な
く
、
紀
行
文

風
に
著
者
の
印
象
を
散
り
ば
め
な
が
ら

案
内
し
て
い
る
。
郷
里
の
山
を
心
か
ら

愛
す
る
思
い
に
あ
ふ
れ
る
。

石
鎚
山
は
西
日
本
第

一
の
高
峰
で
あ

る
し
、
豊
か
な
天
然
林
、
深
い
谷
、
カ

ル
ス
ト
、
広
い
湿
原
、
海
岸
線
や
瀬
戸

内
の
展
望
な
ど
、
と
て
も
変
化
に
富
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
八
十
八
か
所

霊
場
の
山
も
あ
る
し
、
社
寺
の
案
内
も

詳
し
い
。
山
座
ご
と
の
概
念
図
に
は
、

ア
プ

ロ
ー
チ
の
道
路
と
鉄
道
が
示
さ
れ

て
い
る
。
「周
辺
」
の
見
ど
こ
ろ
も
ゆ

き
と
ど
い
て
い
る
。

四
国
を
代
表
す
る
山
々
が
選
定
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
も
無
雪
期

な
ら
中
高
年
で
も
十
分
に
余
裕
を
も

っ

て
登
れ
そ
う
な
山
と
コ
ー
ス
だ
。

な
お
、
同
著
者
の

『四
国
百
名
山
』

（２
０
０
０
年
　
山
と
漢
谷
社
）
も
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
（松
沢
　
節
夫
）

２
０
０
２
年
７
月
　
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出

版
発
行
　
２
８
４
ガ
　
ー
９
０
０
円

『窓
の
山
稜
』

本
会
永
年
会
員
で
あ
る
三
日
月
氏
が

初
め
て
単
行
本
を
出
版
し
た
。
氏
の
幼

年
期
の
登
山
か
ら
、
戦
後
の
社
会
的
登

山
活
動
ま
で
の
８０
余
年
間
が
回
想
さ
れ
、

九
州
登
山
界
を
も
描
写
す
る
。

ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
が
唱
え
始
め
ら
れ
た

大
正
末
期
、
中
学
生
と
な
っ
た
著
者
が

厳
し
い
登
攀
を
目
指
す
。
近
郊
の
香
原

岳
で
三
つ
道
具
を
使
う
岩
登
り
を
練
習

し
、
そ
の
成
果
と
し
て
阿
蘇
根
子
岳
天

狗
峰
の
登
攀
に
成
功
す
る
。
大
正
１４
年
、

中
学
２
年
の
時
で
あ
る
。
こ
れ
は
槙
有

恒
、
細
川
護
立
氏
ら
の
に
登
に
続
く
三

登
で
、
し
か
も
最
年
少
記
録
で
あ

っ
た
。

中
学
３
年
の
年
に
単
独
で
槍
ヶ
岳
に

登
頂
。
昭
和
２
年
、
藤
本
九
二
氏
を
訪

ね
師
と
仰
ぎ
、
厳
冬
の
涸
沢
で
山
案
内

人
と
雪
洞
生
活
を
し
な
が
ら
冬
山
訓
練

に
励
む
。
正
月
、
再
び
穂
高
で
登
攀
を

重
ね
る
。
当
時
、
在
学
し
て
い
た
田
川

中
学
で
は
危
険
な
登
山
を
厳
禁
し
て
い

た
た
め
、
岩
登
り
や
冬
山
は
極
秘
の
行

動
で
あ

っ
た
が
、
父
や
今
井
重
太
郎
氏

な
ど
良
き
理
解
者
が
い
た
。
鳥
取
高
農

入
学
後
、
四
季
を
通
し
て
多
く
の
山
に

登
行
す
る
か
た
わ
ら
、
同
校
の
山
岳
部

再
建
、
さ
ら
に
各
山
岳
会
や
連
盟
の
組

織
作
り
に
裏
方
と
し
て
努
力
す
る
。
日

本
の
山
だ
け
で
な
く
、
台
湾
、
北
ボ
ル

ネ
オ
、
ジ
ャ
ワ
の
山
に
も
登
頂
す
る
。

登
山
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
早
く
か

ら
自
然
保
護
活
動
に
も
か
か
わ
る
。
昭

和
８
年
、
犬
ヶ
岳
の
ブ
ナ
林
伐
採
に
対

し
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
落
保
護
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
そ
の
事
前
調
査
を
筆
者
の

亡
父
松
本
唯

一
や
加
藤
数
功
氏
ら
と
行

い
、
さ
ら
に
田
村
剛
氏
に
陳
情
し
、
今

日
国
指
定
天
然
記
念
物
と
な

っ
て
い
る
。

三
日
月
氏
の
登
山
に
は
最
年
少
記
録

が
少
な
く
な
い
。
昭
和
４５
年

『朝
の
山

残
照
の
山
』
を
著
し
た
第
９
代
本
会
会

長
日
高
信
六
郎
氏
は
、

１４
歳
１０
か
月
で

最
年
少
日
本
山
岳
会
員
に
な

っ
て
い
る
。

郷
土
福
岡
の
先
輩
で
最
年
少
記
録
を
も

つ
お
ふ
た
り
の
著
書
が
出
版
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
、　
一
読
を
す
す
め
た
い
。

（松
本
　
征
夫
）

２
０
０
２
年
６
月
　
葦
書
房
発
行

２
９
６
が
　
２
０
０
０
円

山
森
欣

一
・
編

『雪
の
住
処
３５
年
の
記
録
』

「み
ん
な
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
を
モ
ッ
ト
ー

に

″
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
岳
協
会
″
と
し

て
発
足
、
経
験
と
年
月
を
重
ね
名
称
を

変
更
し
、
今
や
国
内
の
山
岳
会
に
あ

っ

て
最
も
先
鋭
的
に
活
動
し
て
い
る
協
会

の
３５
周
年
記
念
誌
で
あ
る
。

` LAS TREK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実

度が違う「旅」のプランニングをこころがけ

ています。山旅などあらゆるジャンルを取

り扱っています。お気軽にご連絡 ください。

彗荘アトラストレック
(国 土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 160‐∞08東京都新宿区三栄町23 TEL03-3341‐∞30

大阪/〒 540-0012大阪市中央区谷町3-4-5中 央谷町ビル501号  TEL 06‐ 6946‐ 9111

名古屋/〒 464‐0807名古屋区千穂区東山通り5-113オ ークラビル6F TEL052¨ 788‐ 2422

(13)
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● 平成 15年度行事予定表 ●
事業委員会

事業委員会では今年度の行事を下記のように企画しました。本誌で順次詳細をご案内しま

すので、積極的にご参カロください。

4/15～ 5/25 登 山 カングリ・シャール

4/15 講演会 メコン河源流航行踏査

4/19～ 5/11 支援 トレッキング エヴェレス ト街道

6/5～ 6/8 若葉山行 出羽三山

8/15～ 8/19 夏山親子登山 立山・剣

9/6～ 9/15 トレッキング ヨセミテ・ホイットニー山

10/10～ 10/13 紅葉山行 石鎚山 0剣 山

12/7 晩餐会記念山行 未定

1/8～ 1/12 氷瀑登攀 韓国・雪岳山

2/7～ 2/10 スキー 北海道

&脳「edFche・ 2θ

山岳救助国際委員会推奨

雪崩遭難救助現場対策

中島 道郎

ヨー ロ ッパ には山岳救助 国際委員会 (Inter―

national Conlnission for Alpine lR_escue,

ICAR)と い う組織 が あ るが、 その医療 委員会

(ICAR― MEDCOM)か ら先 日雪崩遭難者救助

マ ニ ュ ア ル が 出 され た。詳 し くは原 著 (H.

Brugger and B.:Durrer:On― site treatlnent

of avalanche victims, ICAR― 卜4ADCOIVI

recomlnendation.High Alt.lⅥ ed.Biol.

3:421-425,2002)を ご覧 いただ きた い。

雪 崩 遭 難 者 は、事 故 発 生 か ら35分以 内 に

掘 り出 され た場 合 には救命 の可能性 が あ る。

早 けれ ば早 い ほ どそ の可 能 性 は高 く、 5分以

内で あ れ ば大 抵 助 か る。 35分以 内で も助 か

らないの は、大部分窒 息 か致 命 的外傷 で あ る。

もし意識 が あれ ば、温 か い甘 味飲料 を飲 ませ 、

乾いた衣服に着替えさせ、す ぐに近 くの救急

病院に搬送する。意識が無 くて も自発呼吸が

あれば、ヘ リが来るまで心肺蘇生術を続ける。

35分 を過 ぎると、低体温 (い わゆる凍死 )

によ り蘇生の可能性 は低下す る。助か る可能

性があるのは、鼻の先 に空気の隙間 (エ アポ

ケ ッ ト)があ り、 しか も気道 (の どか ら気管

支 にか けての空気の通 り道)が詰 っていない

場合 に限 られ る。だか ら、掘 り出す際に注意

す ることは、 ゆっ くりで よいか ら丁寧 に、顔

の真上か らでな く斜めか ら掘 り下 げていって、

日・鼻の周 りに空気の隙間があるか どうかを

確かめることが大切である。

ヘ リによる低体温遭難者搬 出は、担架 にの

せ、体 を毛布2枚 とアル ミフォイルで しっか

り包み、鳩尾か ら頭寄 りの胸骨上で心臓 に近

いあた りにカイ ロを2、 3袋のせ る (決 して

皮膚 に直接触れ させ ない )。 帽子 あ るいはフ

ー ドは絶対必要。乾 いた肌着 に着替 えさせ る

ことは望 ましいが、体 を動か さず にそれ を行

な うのは大変難 しい。病院に運 ばれた低体温

者 の生 死 の分 かれ 目は、食道温 で 13℃ とさ

れている。 しか し、現場で測定 され る耳孔温

度計 の読 みが32℃ 以下 だ と蘇生 は非常 に難

しい。

以上要す るに、誰で ももし雪崩の現場 に居

合 わせ た ら、何が何で も5分以 内に掘 り出す

よう、最大限の努力 を払 う。5分以上で も35

分以内な らば救命で きるもの として、救 出作

業 を諦 めて はな らない。35分過 ぎて体温 が

32℃ 以下 でかつヘ リの飛来 が望 めない場合

は諦めざるを得ないであろう。

(15)



山 695-2003・ 4・ 20(第 三種郵便物認可 )

２
月
理
事
会

日
時
　
２
月
１２
日
ω
ｌ８
時
３０
分
～
２１
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］

大
塚
会
長
、
長
尾
、
村
井
、

芳
賀
各
副
会
長
、
西
村
、
坂
井
、
今
村
、

高
原
、
鳥
居
、
藤
本
、
高
遠
、
朴
元
、

鈴
木
、
河
西
、
大
野
、
宮
下
、
小
川
各

理
事
、
古
市
監
事
、
平
林
、
宮
崎
各
常

任
評
議
員

［委
任
］

中
村
、
黒
川
、
松
原
各
理
事
、

宇
田
川
、
鯵
坂
各
常
任
評
議
員
、
内
田

監
事

◎
議
事
に
先
立

っ
て
大
塚
会
長
よ
り
、

「当
会
の
活
動
に
も
世
代
交
代
を
感
じ

る
。
特
に
本
年
度
海
外
登
山
基
金
申
請

の
あ

っ
た
隊
の
山
登
り
に
み
ら
れ
る
」

と
挨
拶
が
あ

っ
た
。

【審
議
事
項
】

１
　
長
期
改
善
計
画

（案
）
に
つ
い
て

（そ
の
３
）　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

１
月
理
事
会
審
議
に
基
づ
き
、
策
定

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

（リ
ー
ダ
ー
西
村
）
で

検
討
し
た
。
結
果
は
以
下
の
通
り
と
す

る
。
（別
添
資
料
あ
り
）

①

「本
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
」
に
お
け
る

表
現
に
つ
い
て
、
「登
山
活
動
の
理
念
」

を

「登
山
活
動
の
伝
統
」
に
。

ま
た

「登
山
者
と
も
活
動
を
共
有
す

る
」
を

「登
山
者
と
も
共
に
歩
む
」
と

す
る
。

②

「委
員
会
の
再
編
」
で
資
料
委
員
会
、

フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
を
、
統
合
し

て

「資
料

・
映
像
委
員
会
」
と
す
る
。

財
務
委
員
会
に
含
め
た
資
料
小
委
員

会

・
フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
小
委
員
会

（理

事
１
名
）
と
す
る
案
は
将
来
再
度
検
討

す
る
。

な
お
、
本
案
件
は
１
月
２５
日
開
催
の

評
議
員
会
に
諮
問
さ
れ
た
。

（以
上
に
よ
り
今
回
提
案
の

「長
期
改

善
計
画
」
が
最
終
決
定
案
と
な
る
）

（承
認
）

２
　
平
成
１４
年
度
海
外
登
山
基
金
の
助

成
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
村
井
副
会
長

本
年
度
は
４
隊
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
。

海
外
登
山
基
金
委
員
会
を
１
月
３０
日
開

催
し
、
審
議
の
結
果
次
の
３
隊
に
助
成

す
る
案
が
決
ま
っ
た
の
で
本
会
に
提
案

す
る
。

①
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
冬
期
ロ
ー
ツ

ェ
南
壁
登
山
隊
２
０
０
３

（総
隊
長

・

尾
上
昇
）
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁

（８
５
１
６

肝
）
助
成
金
額
６０
万
円

②
明
治
大
学
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
登
山

隊
２
０
０
３

（総
隊
長

・
平
野
員

一
）

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰

（８
０
９
１
肝
）

助
成
金
額
５０
万
円

③
東
京
農
業
大
学
エ
ベ
レ
ス
ト

・
ロ
ー

ツ
ェ
環
境
登
山
隊
２
０
０
３

（隊
長

ｏ

山
下
泰
成
）
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト

・
ロ
ー
ツ

ェ

（８
８
４
８

ｏ
８
５
１
６
肝
）
助
成

金
額
５０
万
円
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

意
見
と
し
て
、
「ジ
ヤ
イ
ア
ン
ツ
の

登
山
だ
け
で
な
く
、
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー

ク
の
登
山
も
重
要
」
が
出
さ
れ
た
。
限

ら
れ
た
予
算
で
は
あ
る
が
、
価
値
あ
る

多
く
の
隊
を
助
成
す
る
と
い
う
方
向
で

の
今
後
の
検
討
事
項
と
し
た
。

３
　
カ
ン
グ
リ

・
シ
ャ
ー
ル

・
シ
エ
ア

登
山
隊
支
援
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
実
施
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
元

標
記
に
つ
き
次
の
要
領
で
実
施
し
た

い
。
（別
添
資
料
あ
り
）

●
期
間
　
２
０
０
３
年
４
月
１９
日
よ
り

５
月
Ｈ
日

（２３
日
間
）

●
地
域
　
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
街
道
よ
リ
カ

ン
グ
リ

ｏ
シ
ャ
ー
ル
Ｂ
Ｃ
ヘ

●
費
用
　
４３
万
円
　
　
　
　
　
（承
認
）

４
　
特
別
講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て朴

元

標
記
に
つ
き
次
の
要
領
で
計
画
し
て

い
る

（別
添
資
料
あ
り
）。

●
日
時
　
２
０
０
３
年
４
月
１５
日
ω
ｌ８

時
３０
分
～
２０
時
３０
分

●
場
所
　
東
京
体
育
館
　
講
演
会
会
場

●
内
容
　
東
京
農
業
大
学
探
検
部

「メ

コ
ン
川
水
源
の
探
査
と
初
下
降
」
（二

十
世
紀
末
ま
で
残
さ
れ
た
探
検
史
上
最

後
の
課
題
が
明
ら
か
に
）

●
講
師
　
北
村
昌
之
隊
長
、
解
説
を
中

村
理
事
が
担
当

●
主
催
　
集
会
委
員
会
、
海
外
委
員
会

（承
認
）

【報
告
事
項
】

１
　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
海
外

登
山
つ
い
て
　
　
　
　
　
村
井
副
会
長

①
標
記
計
画
中
の
ガ
ン
ケ
ル
プ
ン
ズ
ム

峰

（７
５
２
５
厨
）
の
ブ
ー
タ
ン
側
許

可
申
請
に
吉
永
評
議
員
を
３
月
派
遣
す

る
予
定
。
（中
国
側
は
村
井
が
５
月
中

旬
ま
で
担
当
す
る
）

②
中
国
登
山
協
会
よ
り
女
性
に
よ
る
チ
　
ω

ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
を
合
同
で
と
の
話
が
　
Ｈ

あ
り
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
準
備
委

員
会
で
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

２
　
国
際
山
岳
年

（２
０
０
２
年
）
の

行
事
総
括
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
高
遠

当
会
と
し
て
標
記
参
加
行
事
の
報
告

が
あ

っ
た

（別
添
資
料
あ
り
）。
概
要

は
、
海
外
登
山
２
隊
、
講
演
会
、
機
関

紙

『山
岳
』
特
集
、
自
然
保
護
全
国
集

会
の
他
、
支
部
事
業
と
し
て
１０
支
部
１２

の
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

３
　
平
成
１５
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

（そ
の
１
）
　
　
　
　
　
村
井
副
会
長

標
記
に
つ
き
、
別
添
資
料
に
よ
り
提

案
が
あ

っ
た
。

目

圏

国

目
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４
　
資
料
等
使
用
、
名
義
後
援
依
頼
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

①
渡
辺
優
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
よ
り
、
山

梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト

（２
０
０
３
年
４
月
発
行
予
定
）

で
使
用
す
る
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
の
肖
像
写

真
、
ウ

エ
ス
ト
ン
著
書
の
表
紙
お
よ
び

綴
じ
込
み
地
図
の
撮
影
。

②
会
員
　
三
階
堂
匡

一
朗
（Ｚ
ｏ
ω
ｏ
ヽ
卜
）

氏
よ
り
、
自
著

「吾
妻
山
回
想
譜
」

（５
０
０
部
２
０
０
３
年
４
月
発
行
予

定
）
に
、
武
田
久
吉

「日
本
山
岳
会
創

立
前
後
」
、
大
森
常
二
郎

「吾
妻
山
群

～
自
然
の
曼
荼
羅
」
か
ら
の
転
載
。

③
東
京
ふ
す
ま
会

（旧
制
山
形
高
校
同

窓
会
）
よ
り
、
会
報
誌

『乾
坤
』
誌
上

に
雨
宮
淳
三
氏
の
追
悼
と
し
て
、
山
岳

第
９７
年
よ
り
転
載
。

５
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ク
ラ
ブ
７５
周
年
記
念

行
事
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
坂
井

イ
ン
ド

ｏ
ム
ン
バ
イ
で
２
月
１３
日
よ

り
開
催
の
標
記
行
事
に
坂
井
、
中
村
が

出
席
し
講
演
を
す
る
。

６
　
各
委
員
会
報
告

総
務
委
員
会
　
　
　
　
　
西
村
、
高
原

●
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議
を
、
２
月

１５
日
０
１３
時
３０
分
よ
リ
グ
リ
ー
ン
ホ
テ

ル
、

１６
日
０
１０
時
よ
り
当
会
会
議
室
に

お
い
て
開
催
す
る
。

●
会
議
室
は
全
室
禁
煙
と
し
、
喫
煙
は

ホ
ー
ル
の
み
と
す
る
。

財
務
委
員
会
　
　
　
　
　
村
井
副
会
長

●
１
月
末
ま
で
の
会
計
報
告
が
あ
っ
た

（資
料
あ
り
）。

●
平
成
１５
年
度
各
委
員
会
の
要
求
予
算

額
の
説
明
が
あ

っ
た

（資
料
あ
り
）。

●
２
月
７
日
、
第
３
四
半
期
の
監
査
を

古
市
、
内
田
両
監
事
よ
り
受
け
た
と
の

報
告
が
あ

っ
た
。
古
市
監
事
よ
り

「特

に
問
題
は
な
か
っ
た
」
と
説
明
が
あ

っ

た
。

会
報
編
集
委
員
会
　
　
　
　
　
　
今
村

●
２
月
号
は
、
村
井
葵
前
会
報
担
当
理

事
の

「日
本
山
岳
会
考
」
が
ト
ッ
プ
記

事
。

●
原
稿
締
め
切
り
は
発
行
月

（毎
月
２０

日
）
の
前
月
１０
日
。

指
導

・
遭
難
対
策
委
員
会

鳥
居

（黒
川
代
理
）

第
１
回

「雪
を
知
る
」
雪
崩
講
習
会

を
、
２
月
８
日
よ
り
Ｈ
日
ま
で
、
栂
池

早
大
小
屋
で
参
加
者
１８
名
、
ス
タ
ッ
フ

４
名
の
計
２２
名
で
実
施
し
た

（別
添
資

料
あ
り
）
。

学
生
部
指
導
委
員
会
　
　
　
　
　
鳥
居

２
０
０
１
年
１２
月
６
日
、
指
導

・
遭

難
対
策
委
員
会
と
合
同
で
行

っ
た
、

「２
０
０
１
年
度
大
学
山
岳
部
監
督
ミ

ー
テ
イ
ン
グ
」
の
小
冊
子
を
刊
行
し
た
。

海
外
委
員
会
　
　
西
村

（中
村
代
理
）

『」
”
り
”
Ｄ
①
∽
①
≧
り
Ｆ
①
Ｚ
①
ヨ
∽
』
２
号

が
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
機
関
紙
２
０
０
３
年
１
月

号
に
紹
介
さ
れ
た
。

７
　
そ
の
他

①
２
０
０
０
年
大
日
岳
遭
難
事
故
の
山

本

一
夫
氏

（京
都
支
部
）
、
高
村
真
司

氏

（東
海
支
部
）
の
救
援
活
動
に
対
す

る
支
援
願
い
に
つ
い
て
芳
賀
副
会
長
よ

り
説
明
が
あ
り
、
当
会
と
し
て
の
対
応

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
は

以
下
の
通
り
と
す
る
。

●
主
旨
に
つ
い
て
は
十
分
理
解
で
き
る

が
、
会
の
名
称

（会
長
、
理
事
を
含
め

て
）
使
用
は
さ
け
る
。

●
京
都
支
部
山
本

ｏ
高
村
支
援
委
員
会

に
対
し
て
、
で
き
る
範
囲
の
協
力
は
す

る
。
（例
え
ば
、
要
求

の
あ

っ
た
会
員

住
所
シ
ー
ル
の
打
ち
出
し

〈た
だ
し
、

案
内
状

の
中

に
、
「日
本
山
岳
会
の
会

員
名
簿
を
利
用
さ
せ
て
も
ら

っ
た
」
と

の
注
釈
を
入
れ
る
〉
な
ど
。

●
個
人
と
し
て
の
動
き
に
は
関
与
し
な

②
昨
年
実
施
の
日
印
合
同
東
カ
ラ
コ
ル

ム

・
パ
ド

マ
ナ
ブ
登
山
隊
の
ビ
デ
オ

「東
カ
ラ
コ
ル
ム
の
未
踏
峰

へ
」
が
完

成
し
た
。
３
０
０
０
円
で
販
売
中
。

③
役
員
改
選
に
な
る
次
期
理
事
候
補
者

推
薦
を
２
月
末
ま
で
に
お
願
い
し
た
い
。

「山の本」春 の新刊発売 !!

全 世 界 紀 行 一民族 と歴史、そ して冒険

南里章二 著 (9364)A5判  480頁 冽ドウト2,700円
シルクロー ド、ヒマラヤの踏査。コンゴ、アマゾン川下り。

サハラ砂漠縦横断など、全世界独立国192カ 国を旅して。

草′l:啓 :三  著  四六判  330頁  予価 2,600円 (3月 刊 )

鈴鹿全山約80の プロフィールとおすすめア ドバンスコース

20を紹介。カラーフォ トエ ッセイな ど、盛沢山な内容。

尾野益大 著 四六判 300頁 本体 1,900円

四国の山々50余座を、史跡、植物、景観な ど山の個性に

光をあてて案内する四国初の本格的ガイ ド紀行。

カラコルム0ヒンズークシュ登山地:図
〔付〕カラコルム・ヒンズークシュ山岳研究

A4変型判 上製美装ケース入 385ページ B全判地図13葉

宮森常雄 (秩父宮記念山岳賞受賞)・ 雁部貞夫 共著

◎好評発売中 !! 定価 (本体33,000円 +税 )

鈴鹿の山を

ナ カ ニ シ ヤ 出 版
〒606-8316京 都 市左京 区吉 田二本松 町 2
Te1 075-751-121l Fax 075-751-2665

URL http://www nakanishiya.co jp/
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イラスト・宇都木慎一

◆
新
会
員
を
対
象
と
し
た

「徳
本
峠
越
え
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」

山
研
運
営
委
員
会

ｏ
信
濃
支
部

５７
回
目
を
迎
え
た
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
。

徳
本
峠
か
ら
上
高
地
に
入
り
、
山
研
に

１
泊
、
翌
日

「碑
前
祭
」
に
参
加
。
新

会
員
の
仲
間
作
り
を
手
助
け
し
ま
す
。

日
程
　
５
月
３１
日
０
～
６
月
１
日
０

費
用
　
１
万
円

（山
研
１
泊
２
食

・
記

念
品

・
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

現
地
集
合

・
解
散

参
加
対
象
会
員
　
平
成
１４
年
４
月
か
ら

平
成
１５
年
３
月
末
入
会
の
会
員

２０
名
限
定

申
込
み
　
５
月
１５
日
ま
で
に
住
所

・
氏

名

ｏ
年
齢

ｏ
会
員
番
号

・
連
絡

先

・
電
話
を
明
記
し
ハ
ガ
キ
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
本
田
榮
三
郎
宛

（〒

２
３
４
‐
０
０
５
５
　
横
浜
市

港
南
区
日
野
南
５
‐
２７
‥
３

ＴＥＬ
＆
Ⅲ
０
４
５
‥
８
４
５
ｉ
３

０
４
１
）

＊
申
込
者
に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

◆
若
葉
山
行
の
お
知
ら
せ

事
業
委
員
会

今
回
は
出
羽
三
山
で
企
画
し
ま
し
た
。

日
程
　
６
月
５
囚
～
８
日
０

場
所
　
月
山

・
湯
殿
山

ｏ
羽
黒
山

費
用
　
概
算
５
万
２
千
円

（往
復
交
通

費
込

・
全
行
程
バ
ス
）

申
込
み
　
４
月
３０
日
ま
で
に
氏
名
、
会

員
番
号
、
住
所
、
電
話
を
明
記

し
郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
山
崎

浩
子
宛

（〒
２
８
６

‐
０
０
８

９
　
横
浜
市
金
沢
区
東
朝
比
奈

１
‥
６５
ｉ
３
　
Ⅲ
０
４
５
‐
７

８
２
‥
８
７
１
２
）

＊
申
込
者
に
は
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
探
索
山
行

「南
の
塩
の
道
と
熊
伏
山

を
訪
ね
て
」
　
　
　
　
　
科
学
委
員
会

去
年
に
引
き
続
き
、
塩
の
道
を
訪
ね

ま
す
。
秋
葉
神
社
に
続
く
南
の
塩
の
道

と
、
南
ア
ル
プ
ス
の
展
望
が
す
ば
ら
し

い
熊
伏
山

（
一
等
三
角
点
）
登
山
。

日
時
　
６
月
７
０
～
８
日
０

場
所
　
静
岡
県
秋
葉
街
道
、
秋
葉
神
社

と
熊
伏
山

講
師
　
稲
垣
敏
彦
氏

「秋
葉
道

・
塩
の

道
踏
査
研
究
会
」
会
長

費
用
　
１
万
８
千
円

（予
定

ｏ
宿
泊
、

バ
ス
代
を
含
む
）

集
合
　
渋
谷
駅
か
ら
貸
切
バ
ス

宿
泊
　
や
ま
め
荘

（南
信
濃
村
）

定
員
　
先
着
４０
名

申
込
み
　
５
月
１５
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ

。

Ｆ
Ａ
Ｘ

ｏ
Ｅ
メ
ー
ル
に
氏
名

・

会
員
番
号

ｏ
住
所

・
連
絡
先

・

年
齢
を
明
記
し
丸
山
修

一
宛

（〒
１
０
２

！
０
０
７
２
　
千

代
田
区
飯
田
橋
２
‥
９
‥
４
‐

１
０
０
５
　
Ⅲ
０
３
‥
５
２
１

２

‐
７
０
３
６
　
Ｅ
メ
ー
ル

バ
”
∞
”
パ
⊆
６
）』。”
〇
・〇
「
。」．り

※
申
込
者
に
詳
細
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

※
概
要
は
日
本
山
岳
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「科
学
委
員
会
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
ま
た
、
講
演
会

「探
索
山
行
に
つ
い

て
の
予
備
学
習
、
塩
の
道
に
つ
い
て
」

（講
師

・
稲
垣
敏
彦
氏
）
が
５
月
１５
日

ω
ｌ８
時
半
よ
り
日
本
山
岳
会
集
会
室
に

て
開
か
れ
ま
す
。
事
前
の
申
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
第
５
回

「森
の
勉
強
会
」

東
海

・
京
都

・
関
西
３
支
部

自
然
保
護
委
員
会
共
催

登
山
者
が
最
も
多
く
出
合
う
暖
温
帯

と
冷
温
帯
の
森
を
構
成
す
る
主
要
樹
種

に
的
を
し
ぼ
り
、
そ
れ
ら
の
識
別
力
を

確
か
に
す
る
講
義
と
野
外
学
習
を
中
心

に
、
そ
の
ほ
か
今
日
的
テ
ー
マ
な
ど
も
。

日
時
　
６
月
１４
日
０
１３
時
～
１５
日
０
１６

時

（現
地
集
合
、
解
散
）

場
所
　
座
学
と
宿
泊
　
山
び
こ
の
丘

（鳳
来
町
）

実
習
　
愛
知
県
民
の
森

（宇
連
山
麓
）

１４
日
　
各
支
部
、
本
部
の
自
然
保
護
活

動
状
況
報
告
／
愛
知
万
博
と
自

然
保
護
（講
話
）／
愛
知
県
山
間

地
域
の
環
境
問
題
と
そ
の
対
応

（講
話
）／
県
民
の
森
で
出
合
う

樹
木
（講
義
）

１５
日
　
野
外
学
習

・
県
民
の
森

（登
山

と
同
等
の
山
坂
が
あ
り
ま
す
）

費
用
　
１
万
４
千
円

（１
泊
２
食
＋
弁

当
）

定
員
　
共
催
３
支
部
以
外
に
１０
名
　
　
　
田

交
通
　
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
本
長
篠
駅
よ
り
車
　
ｍ

で
送
迎
。
現
地
で
の
移
動
が
あ

り
、
で
き
れ
ば
自
家
用
車
で
。

申
込
み
　
４
月
３０
日
ま
で
に
氏
名
、
会

員
番
号
、
住
所
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
加
入
山
岳
保
険
を
明
記
し
、

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
南
川
睦
夫

宛

（〒
４
７
８
‥
０
０
２
４

知
多
市
南
粕
谷
１
‥
２０
‐
２５

ＴＥＬ
＆
Ⅲ
０
５
６
９
‥
４
２
‥
５

３
８
２
）

＊
参
加
申
込
者
に
詳
細
案
内
と
会
費
振

込
先
を
送
り
ま
す
。

◆
研
修
山
行
の
こ
案
内

山
の
自
然
学
研
究
会
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東
海
地
方
独
特

の
自
然

『海
上
の

森
』
を
訪
ね
ま
す
。

日
時
　
５
月
３１
日
～
６
月
１
日

集
合

・
解
散
　
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
周
辺

宿
泊
　
未
定

（１
万
円
前
後
を
予
定
、

夕
食
前
に
簡
単
な
勉
強
会
）

ご
案
内
　
東
海
地
区
、
山
の
自
然
学
研

究
会
解
説
員

申
込
み
　
５
月
１５
日
必
着
で
郵
送
に
て

氏
名
、
住
所
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

会
員
番
号
、
年
齢
、
緊
急
連
絡

先
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
携
帯

電
話
番
号
を
明
記
し
大
船
武
彦

宛

（〒
１
９
０
‐
０
０
０
３

立
川
市
栄
町
１
‥
３１
‥
３

０
「Ｃ
コ
①
一万
ヨ
◎
喘∞
・Ｑ
一〇
コ
ｏｏ
①
。」り
）

＊
先
着
１５
名
限
り

＊
申
込
者
に
詳
細
を
お
送
り
し
ま
す
。

＊
資
料
代
、
連
絡
経
費
と
し
て
５
０
０

円
申
し
受
け
ま
す
。

◆
第
２３
回
日
本
登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催
　
　
　
　
　
　
　
医
療
委
員
会

日
時
　
５
月
３１
日
０
～
６
月
１
日
０

会
場
　
芝
弥
生
会
館

（東
京
都
港
区
海

岸
１
‐
１０

‐
２７
　
ＴＥＬ
０
３
‥
３

４
３
４
！
６
８
４
１
）

参
加
費
　
３
０
０
０
円

特
別
講
演
　
佐
藤
祐
造
、
船
木
上
総
、

Ｎ
∽ｏ
〓
刀
”
Ｑ
難
、
渡
邊
卓
の
各
氏

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
阿
部
岳
、
山
本
篤
、

内
藤
広
郎
、
百
々
瀬
い
づ
み
、

大
野
秀
樹
の
各
氏

事
務
局
　
杏
林
大
学
医
学
部
衛
生
学
公

衆
衛
生
学
教
室

（〒
１
８
１
‥

８
６
１
１
　
三
鷹
市
新
川
６
‥

２０
‐
２
　
ＴＥＬ
＆
凹
０
４
２
２
！

И４
／
一
‥
′４
・４
∩乙
ワ′
　
〇

，
コ
〇

，
Ｎ
Ｏ

◎
π
く
〇
ュ
甲
Ｃ
●
Ｏ
ｏ」「
）

◆
初
夏
の
山
歩
き
　
小
金
沢
連
嶺

山
遊
会

（旧
９６
同
期
会
）

同
好
会
と
し
て
生
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
―

期
日
　
５
月
Ｈ
日
０

集
合
　
中
央
線
塩
山
駅
９
時

（新
宿
発

あ
ず
さ
５ｌ

ｏ
７
時
３０
分
発
）

行
程
　
福
ち
ゃ
ん
荘
～
峠
～
オ
オ
カ
ミ

平
～
湯
ノ
沢

申
込
み

・
問
合
せ
　
古同
橋
武
夫

（ＴＥＬ
０

３

１

３

４

７

８

１

６

３

２

５

Ⅲ
３
４
０
８
‥
４
０
８
５
）

◆
志
水
哲
也
写
真
展

「黒
部
」

会
場
　
大
町
山
岳
博
物
館

（ＴＥＬ
０
２
６

１

‥
２
２

‥
０
２
１
１
）

会
期
　
４
月
１９
０
～
５
月
３０
日
⑥

９
時
～
１７
時

（最
終
日
１５
時
）

作
品
　
四
季
に
わ
た
る
黒
部
の
表
情
を

大
パ
ネ
ル
計
４６
点
で
展
示

イ
ベ
ン
ト
　
４
月
１９

ｏ
２０

・
２１
日
作
者

在
館
、

２０
日
１４
～
１５
時
ス
ラ
イ

ド
ト
ー
ク

料
金
　
大
人
４
０
０
円

克
巳
（５
２
１
９
）
０３

ｏ
２

ｏ
ｌ

弘
美
（５
２
３
０
）
０３

ｏ
２

ｏ
５

敏
詮
（６
６
１
０
）
０３

ｏ
２

ｏ
ｌ０

忠
邦
（１
１
０
９
９
）
０３
・２
ｏｌ５

（６
７
１
１
）

（１
０
８
１
５
）
信
　
濃

（１
１
１
３
２
）

（１
１
２
５
５
）

（１
２
５
５
６
）

（１
３
１
０
９
）
東
九
州

（１
３
２
４
６
）
岐
　
阜

終
身
会
員

酒
井
　
展
弘

（７
２
５
７
）

１

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

１２

日 四
■
■
□
目

■
ノゝ

=
員
異
動

松 橋 宇 藤 佐 本 竪 退 飯 盤 田 渡 物
浦 井 田 井 藤 島 野 会 寄 指 中 辺 故

川
参    義  正

信 二 浩 治 廣 護 三
Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会
　
０２
同
期
会

総
務
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

学
生
部
　
山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

０２
同
期
会

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

常
務
理
事
会

理
事
会
　
休
山
会
　
ア
ル
パ
イ

１３

日

１８

日

１９

日

２０

日

２１

日

２４

日

２５

日

２６

日

２７

日
17 16 15 14
日 日 日 日

ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

山
の
自
然
学
研
究
会
　
９７
同
期

△
バ

財
務
委
員
会

山
遊
会

支
部
事
務
局
担
当
者
会
議

資
料
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

学
生
部
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小

委
員
会
　
二
火
会
　
００
同
期
会

フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
　
フ

ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
　
三
水
会

科
学
委
員
会
　
集
会
委
員
会

緑
爽
会

高
尾
の
森
づ
く
り
実
行
委
員
会
　
”

自
然
保
護
委
員
会
　
９５
同
期
会
　
は

図
書
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
　
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ
　
０１
同
期
会

青
年
部

２
月
来
室
者
６１５
名
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